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今次大職によって､我掩に斎された進歩的の大きい教訓を、この國に適應せしめ､之を新日本の建設に蓑
J

することが，現下の重大起る國家的問題である。この問題は、園民自身の能力に依って、最も効率的に鹿理
されねばならない。

や上もすると、人は日本國民の虚脆を誹るが、日本人は斯る絶望的の形箸詞を冠せられるやうな、能力の
乏しい國民でないことを、我燕は確信する。

成る程､戦箏中は､緊張と衝効,出血と貧困の､長い蓮綴であった6爲めに;敗戦後國民の疲努と室白は

莫大なるものがあり、加ふるに、この間隙に醸された、悪性インフレと生活の脅威､道義の弛緩と悪の横行

等は、占領下の國民思想を､一層低調に購れた事盗は否認し得ないが｡國民は決して斯る一時的の時代艤相
に賎惑されて、根本を失ふやうなことばない。

元来，優秀なる素質と、正蕊の氣醜に富むこの國民は，假令敗残すると雌も、深い反省の下に、打てば響
。』

く魂と、希望の瞳を輝かし、愛する傷いた租國を趣かに恢復せしめ、これを世界水準に引上けぅるべ<、孜掩
誉糞全力を傾倒しつ上ある。これが今日に於ける國民の侭の葵である。

此の秋､興林會三十年の博統を繼溌全國曾負の純眞と熱情に依る総意に塾き、新たなる装ひ差以て，日

本林業技術協禽が復興したことは､極めて意義深いものがある。

今日、木曾圏を邇じて張る、林業同人の健撃なる抱負は、速かに近代林業を樹立することに依って、國家

再建に貢献せんとするものであることは論を侠たない。然し乍ら、行路難を突破し、塵の大業を完成するた

め，最も肝要なことは、同人が共通の緒肺尉容を持たぬばならぬことである。即ち、身を以て道鏡瀬正の蟻

を學げ､安易を捨て』灘に赴き､末梢の美観を斥けて基礎づけに指向し､渦善を排して協丈に生きる等の心

構えが’各人に等しく堅持されなければならないのである。この心織えの上に築かれてこそ、木會團の張い
総力も期待され、これに依って、一致協力、抱負渡現の鍵が與へられるものと信ずる。

早くも､官民中堅贋の碧入達は､大勢の趨く所と抱懐を同じくし､双獄こ懸る迩代林業再興の重荷を､快

く背負って立ち上った｡清新なる技術蕊準の上に、大戦によって課せられた犬教訓を醇化し、あらゆる近代
ダ’

的要請と播來の方向を洞察し樹すっきりした〃國民の林政林業〃を策這う､ペ<、既にその第一歩を踏み出し
たことは、深謹の敬服と慶賀の意を表ぜざるを得ない。

糞はくぼ、官民営局者諸氏ほ，此の曾團の持つ総力を信綴すると共に、全禽員諸氏も亦前着に厚い信頼と
誠意を傾け、互に温かい手を握り合って、その所産を見護り度い。

日本林業技術協曾の發足に髄り。組國再建のたあ、虞の平和と民主の榮光を浴びて〃國民の林政林業〃が

誕生する日を、我凌同人は､､滿腔の期待を以て覗龍せんとするのであるo(19錦－8－8W1I稿）
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｢ 林業技術」

一發刊に際して－j

①

稗野局長官三浦辰雄，

垂重重雪琴一九一五年以來約三十‘有余年に亘って、幾多の輝しい業績を持ち、林業綾栃若のあらゆ
一一一---アー答__＝－－

．－－る階層に親しまれていた｢興林會」が、今回その諸事業の大部分を「林友釦に委譲し、

、菱生當時の純粋な麹こ立ち蹄って､唯一無二の林業技術者鱗鯛澄Eして､再出發をなし

その名も漫菱表はす意味において、「日本林業技術協會」と改名し、新溝想のもと、林業

塵…貧に大きくデご望-Lたこと朧､経”衆､車螺ち?かい熱に過して来た私共詠譲溌
係者にとって、虞に溌宜に適した策として、御同慶に堪へないところである。、

林業技術者は日本全域の六割余を占める慶大な森林を活舞台とし、複雑多岐にわたる仕

事の面を持って分布してゐる。叉仕事の關係上平素､綴の楚鶏に疎遼勝ちなことは、いな

めない事蜜であった。林業が荒溌し、この復興を双肩にした私共の立場、そして載會状勢
。.錘詮

が一日として土るところなく、大きな曲線をえがいて急激に鍵移しつ上ある現今では、昔

邇りの軍に､綴の下の力持ち鯛fi食事にのみ糖進しておれば足りるといふ観念､技術者の落
塞塾ニーヱー

ち入り易すい癌善性は、最早許るされない時代ではなかろうか。端的にL､って、戦後、こ

の荒隆した森林を復興するという大きな國民的負荷を持った林業技術者は、その技術面を

國民に充分諺透させなければ、そして國民大衆と共に、鞠休復興に立ち向ほなければ、虞‐言謹惑
の技術者として誇り得ぬのではなかろうか。

然らばこの林業技術を如何にして、國民各瀞に徹底させ、これが支持を得る方途を見出

して、大きく、魔<、淵歩するにほ、私は民主政治の面を通して林業技術者の結巣した盤

を邊り込まなければならないと思う。

林業界には三千余團禮に及ぶ、各凌特色を持った組織磯がある。治山治水に、木材加工

に、特産物の貿易に、林業の復興に夫掩、政治的に、斌曾的に、經濟的に或は献交的に活
G●

動している。その存在にも、活醐にも、平素敬意を桃っているものであるが、減は更に横

の統合を圃り、共通な課題をとりまとめて猟錐する組織を､兼ねてから望んでいた。
，例へぼ造林の重要性を痛感しないものはない。それは又、林業諸鰯艘の共邇態課題とし

てとり上げ得るものであり、圃民に徹底させようという鮎でも異論がなから5と老へる。

同時に遥林問題を畷<、政治面に反映ぜしめなければならない噸は、差し迫った現震で

，lもある･ひとり鎧林の場合のみでもない。木材加工按術面にも、林産化學面においても、
同じことがいえると思う。

か上る共通な焦職を解決するため、私は、疎遠勝ちな横の連絡機關として、今度新しく

再出發した日本林業技術協會に大きな期待をかけ、勇氣と自信を持って歩んで裁きたいの

である。

再これは私の夢かも知れない。－然し森林全域に、將叉蕊務所に､‘工場に、事業場に凌

ぐ分布した林業強術着の總意がこの方面に、少しでも向うことを希求し「興林こだま」が

「林業技術」と改題して新しく發刊される際に、いさ上か燕癖を綴って醜したく思うので

ある。（一九四八、七、二七）
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岡林協に寄､ごろ

日本林學會長藤岡光 長
1

今回輿林會が改組して日本林業技術協會となり、新發足する事を聞き粗交を呈してその首途を脱し度い･

興林會が全國に澱千の會員を擁しながら、此慮敷年間と云ふものは時代の蔭にかくれて抵迷して居た事は事賓

である。その性格上財政的の基礎が難弱なだけに會の維持さへも容易でなかったらう事は肯ける。林業界には幾

多の會醗があるガ眞に林繁技術者のみが組識して自らの力を打ち込んで立って行がうとする者は輿林會を措いて

外には無い。その結束する力に依ってお互の技術を練通し企業經誉の部面に活用の道を拓いて行くことは雷然爲

さねぱな･ちぬ事ではあるが一面仲麦容易なる事業ではないと思ふ。

こんど輿林會が自己の使命を再確認して、此の方面に於て奮然立ち直らうとする意氣に對しては敬服の外はな

い。

林業が他の技術の各部門に比べて奮態依然たるものがあり、技術が生産に對し指導性を持つことは遺憾乍ら謂

ふく<して仲天資行され難い。その理由は幾多あらう。餘りに間口が匿いこともその一つである。従って奥行に

まで仲糞到達出來ない。技術が生産を導く篇めには餘程の劃期的な進歩性を必要とするであらう。林業が所謂原

始産業の一つであるが故に劃期的な進歩は仲盈顯現されない。加ふるにその成果を得るにも長年月詮野3-る事と

互額に上る資金を固定しなければならぬ等の經濟的諸因が附随する。

徒って林業に於ては技術の指導性について今之を取り上げて其の貧困さを直ちに林業技術者の黄に蹄矛ること

は鴬を得ない。研究や調査、更に發見や進歩はラポラドリーに於て主として行はれるべきであるかも知れない。

然し其の成果が一日も早く完成し且つ立派なものが出來る嫌な零園氣を醸成することは技術者の努力に依存する
事が大きいであらう。そして叉技術に關する些細な事柄でも之を敷茄し活用するの路を開拓する事が林業技術の

貧困性を打開するの切實なる策ではなからうか。

斯嫌な意味に於て私は日本林業技術協會の今後の活躍を期待する。糞くぼ全國の林業技術者が木曾を基盤とし

て新らしい時代の脚光を浴びながら眞剥に林業銭術の育成と活用の資現に謹進されんことを望む。

柳さか苦言であるかも知れないが、一言を害せて健闘を所る。C一九四八勘八国一〕（林博東大名蕃教授）

、

袋
も

|｢ー ≠…一－一~－－－‐ー~一~~－－~一~~~~~‐‐~‐…~…一‐「第一”懸賞論文募集
林業經濟研究所長早尾丑麿氏

|課題…聯業技術鯛潔について」木曾理事長松川恭佐氏
｜「林業技術者が自己の技術を卸瑳琢磨して向上を 以上六氏(順序不同〕

圏るについては夫盈の立場から、生きた禮験を這じ▲募集蹄詰･･…･本年十月末日迄
て本営に切賓な要求があると思ふo狭い分野でもよ△邊付先…･･東京都千代田匿禰田鎌倉町三
い、匿い角度からでもい､､技緬辰興についての方 日本林業技術協會施

策を、論じてもらひ度い」その優れた所論は出来得▲入選發表.…明年一月本誌
れぼ吾糞の手で實行面に童で誰筵し度い°

▲應募規定
▲入鑿……L･席一名（賞金五千圓ブ イ、論文の大きさは四百字詰原稿用紙二十枚前後

二席二名（賞金各一千圓） であること･

佳作若干〔會誌に登載の分は薄謝戸、應募資絡ほ本會友員であること。
を呈します〕ハ、應募原稿は未發表のものであること。

｜△審査員…･･林野局長官三浦辰雄氏二、入選論文の版擢は本會のものとする。
林業試諭場長農博吉田正男氏本、審査の結果一席、又は二鹿の適営者がない時
東大教授農博中村蟹太郎氏は空席とする。
東京農專教授鈴木秀雄氏へ、應募原稿は原則として返還しない。

些些

〃

－＜2）－
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日 本の林業技術
0

－

日本の森林は戦争の結果甚し<荒溌した。それにも拘ら

べ..ず、兎にも角にも、今日なお國丙で、木材薪溌の需要に應

群じているのは、わが林業の基盤が堅資であることを物語る
と上もに、その恩恵が幾代も以前の愛林家の繼敏的な庇護

によるものであることも否むわけにはゆかない。いまこの

事資をもつと掘りさげて考へて見ると、それ等の人糞の愛

林思想の根底に、林業技術に對する理解と熱意の一貫した

流れのあったことが看介がぜないのである。これを端的に

いふならば､日本の現下の森林蓄積を保持し得たのは､か上

る先蟹た､ちの林業技術着的良心に基因するFと吟､っても、敢

て過言ではないであらう。

古來、山林や立木が単に商行篇の對象としてばか,り、坂
守

・扱はれたとしたならば､現にわれわれの眼にうつる林相は、

もつと哀れな姿を露呈して居ったに違いない。もちろん既

往にあらわれた幾多の愛林家の.うちには、山林所有者もあ

享鈩たらうし､また經國の志から森林に箸眼した學者もあっ
て、それぞれの立場は必らずしも一嫌でほなかった。けれ

どもいづれの山林観にも、極めて科學的な傾向力錘ほれる

のである。即ち自然をあるがま上に直観し、日本森林の賞

態をよく把握して居った。從ってそこから生れて來る林業

技術の指導には、眞理を求める奉鐸者的な眞刺さをもち、

林業政策の樹立には、資證的な確資さがあった。嘗て二宮

奪憾翁が「技き伐」を説くに営り、近來の學読と同襟な優

勢木間伐の方法を主張した如きは、その論撤が科學的であ

ったよい例の一つであるが、かようにわが國の森林を保護

して來たと思料せられる愛林思想は、た壁山林風景を観賞

するといふような氣分から出發したものばかりではなく、

日本の地勢が特に國土の健全性を維緋するために、森林の

存在を必須の條件とする事構を推考し､或は慶大な地積を
占めるわが國の森林が、國民生活土どのような重要性をも

つかを蝋よく認識した準嘩的良識に基くものであった。

(筆者）参磯院議員森林愛護連盟會長農學博士
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此の如く、往年の文化人が自然に恵まれた森林黄源を、

眠い意志と信念とによって育成保存して來た日本林業の歴

史を顧るとき、殊に敗戦後、わが國が從來にも増して、林

業に依存しなければならない状態に追ひ込まれた蜜精を惟

ふならば、われわれ林業技術者にとって深い反省を要する

のではなからうか。いまやわ力掴土は明治の末期にくらべ

てほ壁竿減し、人口はこれIこ反して、二倍に近づきつ塾あ

る。この國民生活の窮境が國土の六割を占める森林地籍に

重荷となってのしか上って衆たのほ雷然である。森林面積

二千五百蔑町歩に包蔵される総蓄積は六十億石、そこに望

み得る年平均生長鐘は二億五千蔑石と推定されている。と

ころ力麺年木材の需要量は立木換算四億五千蔑石に達する

から、既に二億石の過伐を敢てしているわけである。それ

故に此の傭勢がなお持綴されるならぼ、今後二十敷年で森

林麦源は沽潟し、さらに年毎の需要増を加算すれば､十激
年で木材飢鯉に突入すると憂慮さ江ている。

この時にあたって、國土の縁化は國民運動として普遍化

して來た･これは各地に頻發する水害が、主として森林の

濫伐に原因することを、國民大衆が充分諒解した結果に他

ならないのであって、この事寅は日本の森林力吟日ほど危

殆に階つたことがないといふことを、充分立麓するものと

いえよう。かふる國土保安から見た造林の要請と、國民生

活に賛する森林喪源遥成の必要とを老へた蟹けでも、われ

われの負はされた役割は甚だ重大であるが、さらに將來大

きな發展性を約束される林産穆の集約利用に想ひをいたす

ならば、林業關係者中特に林業強術者の使命は、一層重い

責任と、無限の希望とにつながれてL､ると云はねぼならな

L,◎

こムに私凋:、再び日本の山林が､林桑技術者的良心によ

って現在に至るまでよく保全されて來た歴史的過程を想起

して､爾後林渠技術と練磨が､林業本來の任務を達戊する
ための基本的根幹となり、且つ霞た斯桑の振興が、惹いて

は日本文化の向上に貫献することを切に希ふものである。

〕－
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中村

林業技術ほ他の産業部門に比して立ち遅れているものL

如く、特に鎧林技術は百年一日の如しといふ非鳶睦免れな

い。研究成綴の成果も十分でないが、質際の技術は世の中

の進展と開係なく昔のま人の名残りとをと堂めている有穰

で、特に學校及び林業試験場の試験研究が演地林業と遊離

していることが遺憾である。軍に遊離しているだけならば

科學知識の蒋及に努力すれば解決できようが、問題は甚だ

複雑であって從來の研究家の態度にも遺憾な黙がある。
赫業の講験研究には長期間麹要するものが多く、その澄

行が困難であるばかりでなく、林木は個溌の蕊異が草本に

比して一層催だし<、しかも少激の喪料しか使えないぱか

りてなく、試験中に議象またほ生物の害を受けやすい。從

って蜜験成績を取鯉めるととが容易でないが、試験研究に

從事している人が多い關係もあって、業績として發表さ奴

たものほ必ずしも少いとはいえ熊い。しかしながらどれだ

けの侭値がああかどうか疑はしい研究報告が多く、賓地に

應用できるものは一暦稀であるため、林業經管の蜜際にた

ずさわる人麦がこれらの研究報告を尊重しないのも一理が

ある。、

費用侭値は別としても、基礎研究として意譲があるかど

うか疑わしい研究報告がある。すなはち資験の方法に重大

なる峡識があるか、疫験の誤差が大きいか、あるいは研究

家の先入主または偏見にわ嶺らはされて、常識に反するよ

うな成績力謹表されることがある。倦識必ずしも正しLj,と

いえないとしても、その誤を正すには十分の資斜を取り揃

えて愼重に像討しなければならない。要するにあとから發

表されるものほど新らしい知見を加え、僅かなりとも學購

の驚歩に貢献する襲うにならなければ、識験研究方轆覗さ

れることは営然の運命である。

生物を相手とする唆験には誤謹が多いため、成長量を比

,鮫するにはその差が二三割以上に逹しなければ優劣を判定

できないと思ふ。すなわち一見して優劣がわかる程度でな

ければ結論は求められないに拘らず、測定して見なければ

わからない程度の僅かの誤差を捕えて優劣を劉定してゐる

例が多い。近艤生物統:!學が遇歩したことは喜ばしいとし

ても、僅かの渡翰慰値に開して数頁以上にわたって盤學的

に論蕊することは無意味に近い。賓験式を求めることも流

(筆者〕東大教授連簿

行の一つであるが造林に關

する試験研究に於て蜜験式

を求め得るほど糖密なもの

はない筈である。誤差を少

<するように努力すること

賢太郎 なくして、蛮験成績をどれ

／ほど糯密に庭理しても､學
原

術の進歩及び産業の振興に役立つものではない。

試験究研の自的は眞理の探求と産業への應用とを主とす

るものであるが､眞理の探求に關する唆畷材料として林木
を使ふことは頗る不利であり、また研究成績を林業へ應用

せんとする場合には研究と¥:際との間に存在する溝があ輩

りに大きいことが甚だしい障害である。

研究家は基礎研究に縄事する方力鐸綴を取り童とめるに

雪霊職驫撫篭:鱗鑪駕騨
うであらう。すなわち現在直ちに渡地に臆用できないとし

ても、學術の進歩發逹に役立ち、鐙い憾來には擬恥林業に

貢献し得る可能性のある研究課題を選ばなければならな
い。

しかしながら一部林業家の期待する如く、林業樫誉上直

ちに役にたつ研究は容易に行はふるものでない。たとえぽ

蓋詠不成綴地が多いとしても、その原因は必ずしも同一で

ない筈で、｡すべての場合に共邇の原則を見出すことは不可

能であると信ずる。天然性の美林を皆伐して同じ樹種を植

栽する場合に遥林不成績地が存外多いことは、徴氣候なら

びに土壌の諸性質の微細なる鍵化によるものと想像される

が、どの環蕊因子が制限因子になっているかを判定するこ

とは困難であらう。
空▲

多数の環境因子を観察測定してもこれによって地位すな

わち林木の生育欣態を査定することはできない｡從ってス

ギとヒノキの造林上の得失を巌密に比較する方法がないこ

とを遁憾とするが、林木の生育と斑境との關係が複雑であ

る以上は直接この問題を追求することは困難である。その

ため遥林樹種の謹定に際して地形及び土壌の肉眼的観察に

基づいて決定するのが諜邇で、獄験研究を極旗するように

な為恐れがある。

研究家は林木生育と環境因子とに開する韮礎研究に従議

すべき藩、個凌の林地に於ける遥林成綴に開する調査考察

はむしろ資務にたづさわる林業技刺礒の蝋笈する噸項であ

ると考える。わが國の鑑林技術が振はないのはこの方面の

調査研究が立ち遅れている關係であらう。

三一戸ツパに於て天然更新に成功しているのは誉林署長

が努力登る賜物であって、研究成績に基ずいて汎Eで立案

したものは薄く、更新の手段方法ほむしろ林業末節である
：〕－－－－－〔4
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中村：林學振輿

と評することができる。もとより樹種の糖徴を捕え、かつ

蕊境の特性をいかし得る天然下種方法を選ぶ必要があると

しても、基礎研究が完備しなければ天然更新問題を解決で

きない鐸ではなく、教義ある技術者が熱心に調査研究を行

うならば天然下種に成功する可能性がある。同撰に遥林樹

種の選定に畷しても、研究家の協力を得て､林業家が努力

するな#ぼ､ある程度まで問題を解決できるものと信ずる。
管林悪長が彦瀕hの事猜に暗く、伐探木の選定ならびに遥

林撫育に關する一切の作業を下級技術者に一任している有

標では天然下種に成功しないばかりでなく、人エ鎧林にも

不成績地が多いcとほむしろ徴然である。

要するに林業技術不振の直接の資任は林業家にあると思

うが､試験研究の成績が林業家に輕覗されているのは既往

に於ける研究家の態度がよくなかったことも關係力穰い。

1F研串家は研究の目的が眞理の探求にあることを忘れなげ
さぱ、その業績を誇大に報告して林業家を誤らす認もがな

い筈である。しかしながら既往に於ける研究態度にほ遺憾

な縦が多く、甚だしきに至っては害毒霧流すのみで、ほと

んど効用がないと思はれる研究報告がある。

一方に於て林業家側の態度にも誤れる識があり、試験研

究を輕覗する傾向がある。樋端なる蜜例としては學校に於

ける噂門教育を罵倒造る例さえある。學校の教職員は室丙

に於て賞験を行ひ、かつ文献によって勉學する便宜はあっ

ても、溌地の森林に接鯛する機曾が乏しく、多くの學佼は

演習林の面穣が掻だ狭〈、設備も葦た不十分であり、かつ

研究澱が乏しいたあ到底完全なる試験研究諺蜜行できない

蜜情にある。學校教育を充蜜するには教職員の待遇をよく

して、優秀なる人材を集め、識験研究に要する經費と時間

牢と菰替林その他ら施設とを十分に與えなければならない。
現在の學校教育には遺憾な殿が多いとしても、林野局が

，稜髄的に援助するならば識職員の素磁ぞ向上さ巷､學校激

育を改善して、優秀なる卒業生を蝿t會ﾍ邊り出すことが
できると思う。赫野局は多くの卒業生を採用しているに拘

らず、躍校教育に關しあまりに無關心であることを遥憾と

する。教職員に對して森林観察の槻禽を與え、學生に演習

及び見學の便宜を與えるのは勿論、激職員の試蒙研究に關

しても極力援助協力せられんことを切望する。學校は林野

局の官吏義成のための識牡でないとしても、學校教育童充

渡させて卒業生の素質を向上させることは圃有林営局にと

っても麓大關心事でなければならない。

さらに林學を振興するには、林野局が林業試鐵場及び學

校と協力しなければ十分の成果を騒げることができない｡‘

特に從來の試溌研究が蜜用便値に乏しいことを非難するな

らば、研究家のたあに國有林の一部を解放して試験靭躁の

鍵行にあらゆる便宜をはからなければならない。

一一〔

特に遁林施業に關する事項は環境により、樹種林相によ

って得失を異こする散、林業家自舞が調査研究に從辨する

を便とする場合もあるが、基礎研究が進歩していなければ

十分の成果を收め得ないであらう。
林業家として研究家に對して直接役にたつ調査研究を要
求することは蟹然であるとしても、若い研究家が複雑きわ
まりなき現實の森林に飛びこむことは蓮當でなく、眞理の
探求を目的として基礎研究に從事するを可とする。鮒こ述
べた如く林木iま研究の對象として必ずしも適徽でない故、

林學に關する基礎研究に従頚する場合には､直接林業の經
誉に役立た底いとしても、林學の進歩に寄與し、ひいては
將來林業の發逢に對して貢献する見込がある研究題目を選
ぶことを必要とする。すなわち研究成績を駁纏めやすい基

礎研究に從事するを便とするが、その業績が、間接的であ

りかつ遠い婚來であるにせよ、赫學林業の進歩溌逹に役立
つ研究であってほしい。林業への應用便値ほ別問題として
林學の進歩に貢献するかどうか疑わしい基礎研究に從事÷

る研究家があるとすれば、林業家の理解ある援助が得られ

なくなることは雷然であらう。青年學徒に對して臓渡地林
業を離れて、基礎淘焼に一身を捧げられんことを希望する

が、億理を探求して林學の蕊礎をかため得るように"暁題
目を愼璽に選定せられんとと窓斬る。林學といふ建築物に

對して一個の土台石をおき、澱個の煉瓦を積みかさねる凝
悟を以て、試溌研究に専念せられたく、一部林業家の要求
に迎合して室中換閣を夢みることは危険である。

鑑林にほ全然技術がないとの酷評がある。現在の如く大
面積の皆伐跡地;へ軍純林を仕立て上いる有溌では､林業技
術ほぼと･んど不必要であらう。しかも這林嵩種の選定が、

容易に解決される見込のない難問題であるだけに、鐙雑浅

術が酷評を受けるにも一理がある。しかしながら恒綾料論
者の主張する合自然的經濟林を目漂として自然法則を愈震
し、できるだけ混交不濟林とするならば、林業技術着の任

騨蕊繍溌懸認懸磯燕
ず、林業家の使命を忘れたる暴論であると信ずる。
二三の具護的這林技術に關して振興方法を考察したいと

毒えたが、選定の紙敷に達した關係もあり:、かつ本雷で懸

礎募集中の琳業技術の振興」と擬鯛する恐れもある散、

これを割愛ずること上する。

要す碁に林業特に叢林に開する技術力鐘ち懇れ、塗林に
は技術なしとさえ酷評されるとと庭、試験研究が困難であ
るという關係もあるが、研究家にも、林業家にも遼憾な鮎
があったと恩ほれる故、今後は雨着が共にその態度を改め

互に協力して方鐸赫學の進歩發達に努力登ら虹んことを切
望する。

研究家ほ課題の選び方が必ずしも適営でなく、葦た業斌
の發表方法にも遥聴な錨があり、林業寒は森林に於ける調
査研究を怠り、試験研究を輕覗して傳統的の作業に甘んじ
ていたことが、林業技術不振の最大原因である。漉地林業
を雛1ぜこ林學がなく、林業家の責任は重大であるが、埜礎

靭暁のために苦闘しつふある研究家を援助して基礎霜峰の
進歩に協力し、さらにその腫用化に努ブｺしなければ、林學
ならびに林業撰術を擬興ずることは困難である。

雑誌｢赫麹術」の創刊に際し所感を述ぺて同學各位の

御協力を切望する次第である。L諺り》
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（1）

長い瀝史を持った輿林會が陣容を一新し、今後日本林業

技術協曾の名の上に一大飛躍すﾂろ事になって、今後の活動

が大いに期待されるのは喜ぼしい現象である。
底

然し此麗で考へさせられる事は林業技術も云ふ言葉の意

味であって我國では叢林､撫育､澤伐、間伐等の溌な森林

育成の技術も、是と全く反對した伐木、製材、蓮材、等森

林賓源消耗の技術とが同儀に林業技術と呼禰され國有林で

は同一行政官聡の下に管理經誉されて居る。又私有林方面

でも是め考へ方に従って育赫方面の伐事には全く智識のな

い造林と云ふ言葉の意味を植林と云ふ簡箪な仕事としか考
へ得ない様な連中迄が渉操技術者と云ふ言葉の範園に含ま
れて居る状態である。

この様な例は獣洲方面でば全く診らしい事であって筆者
の知って居る範園では濁逢､瑞西、佛等遥林技術の進歩し

た國糞では森林育成の技術者だけが林業技術者で、林木消
耗の仕事は育林技術と劃然と厘別され行政官艫では國有、
公有林の育林技術に専ら力を注ぎ、林木伐倒後の虚理は之

を誉業者に委任してやらせて居るので、日本の綴に誉林署
長が育林蛎業も消耗事業&行政事務も何もかも濁りてやっ
て居るのとは断然違って居る。是が篇め醤林事務に從事す

る職員は専ら育林事業に没頭する事が出来るので其の技術

にかけては何れも相営の智識と意見を持って居る。
瑞西の或る誉林署へ大學教授が學生を連れて見學に行っ
た時､天然更新問題で署長と教授との意見力謹ひ､多くの

學生を前にして堂堂と議論を域わした。署長の所論は愛に
傾鴨す可きものがあった。大學の先生は一般論を知って居
るか知れないが、此の現寶の森林での天然更新は自分の二

十餘年に豆る經験と技術から見て如何しても斯くある可き
であると自信に浦ちた口調で云ふ理路整然たる磯諭は世間
によく見られる頑固親爺が自説を固執するのと大いに趣を
異にして居るものがあった。

／日本の瞥林悪長は、-]弓度落葉が風に吹き飛ぽされる様に
一片の電報で西や東に韓交と動かされて居るが、彼等は見
習の中こそ各署を鱒任して歩くが、一旦署長となった以上
維生同一署の長として勤藩し多くの署長は大低學位を持っ
て居て其筋の權威者置ある。奮濁遥國の如きは狩媛の場合

(錐者j第一造林樹蕊徐式會斌取締役赴長
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に其持場を決定する時は皇帝と雌も署長の命に從諭ざるを
得ない程の權威を持たせてある程である。之か篤めにほ署

長も其の途にかけてほ誰にも劣らない智識と技術とを持っ

て居なければならないのが営然である。何れにしても厭洲

の誉林署長の地位には十分な名譽と特權が與へられて居る

事は我國のそれと大いに趣を異にして居る黙は大いに参考
とす可きものがあると恩はれる。

此の巖な森林行政磯構から育林技術は営然進歩して彼等
の人工造林、天然更新に關する學読は世界の注目する腿と戯，

なって日本の鐙林學も是に負ふ魔が甚だ多いのである。此

れに反して日本の森林行政機購でほ醤林署長が育林技術の
_研究に没頭lﾉ得る時間が殆んど皆無と云ふてもい上位で而
も二三年叉は殴年以上同一署に勤務する事が稀であるから

例へ研究しやうとしても其結論等到底得らる可くもない。

或る誉林署で挿木苗に依る養苗を計劃して折角挿穗採集用
台木を仕立て上居たが、時拾も食糧増塞力騒がれて居たの

で其の台木の間に南瓜を作って置L､たのを営時の誉林局長
が頑察して食湿増産の主旨が徹底.して居らんと大に怒り早

速其の台木を引き抜かせて繕った挿話があるが、長い間粒
煮辛苦して良品種の台木を仕立てた営時者の苦心は唯一寸
したほづみで斯くも無諺に葬り去られると云ふ状態ではh
本の育林技術者は資に寂しい限りである。

現在のインプレ時汽には伐採に追われる利用方面の華迂ぬ
しさに比べると全く陰膳たるものがあゐ。若し造林や計劉

の方へ行けと云われ上ぼ食ふのに困るから笥然役人をやめ

て木材業者になると放言する人さへある位である。

（2）

而も現在の邇貨膨張欝代に人工植栽を蓮行するには容易
ならぬ困難が伴ふので、例へ溌算が邇っても思ふ濠に仕事
は出来ない。増して私有林の如きは例外的の篤志家でない

限り積極的に人工植栽を行必激人は皆無である。一方伐採消
耗ほ間識なく行われて居るのに造林力窺時の嫌な状態では
國土の荒溌､農業の壊滅は必然的に來るので､文化國家の

建設、國土の復興を叫ぶならば吾煮育林技術者は奮勵一番
現在の窮境を打破しなければならない。

，成る程人工植栽は汎行が困難かも知れないが、之れに代
る可き育林事業が非職に澤山ある。而も一寸した經費で相
営大きな仕事が出來ると恩ふのである。

從來支那事蕊前後迄國有林では澤伐や間伐の技術が相営
〕－
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に研究されて居ったが､其後戦零の渦中に捲き込まれて伐

採に追われ、営時澤伐や間伐の鋤砺を會得して居った人友

は現在相営の地位に進み、自ら林丙に入り込むで選木に從

夢する時間の餘裕がない｡然るに之れを繼<･可き若い人等
には其訓練が十分行われて居ぢないので、林木撰定の完壁

を期する課に行かない状況である。

一方私有林は從來から間伐や澤伐に理解がなく、例へ理

解する人があっても撰木技術者に適営なものがない篇め其

の溌行が困難である。而し人工植栽に依って林木蓄穣力穏

ふ綴に増加出來ないとすれば是等間伐手遅れの造林地に間

伐を勵行して間伐木ら利用を謀ると共に残存木の生長促進

を容して行くなら木材供給を皆伐に依らずして是等死蔵さ

れて居る間伐木で相當補ひ得るのである。叉國土の荒溌を

憂寵ずぺき現況では皆伐作業を出來る丈け限定し、天然更

喋裁を出來る限り汎行昏る事に依って治山治水の効果を發揮

し、叉林種の改良を行ふ事が出來る。但し筆者は天然更新

を主張するけれ共､其の間最少限の人工補植を行って針澗
○

混湧の優良林を作り出す事に苔かなる考を持つものではな

1j,o

兎に角現時の様な人工植栽不振の時代に在っては苗圃事

業の改善研究、間伐澤伐の勵行、天然更新の汎行等力清林

研究者の最も努力すべき問題であると思われる。苗圃噸業

の如きは不良品種に多ぐ緒礎するの事質を忘れ、百年一日

．の如く相愛らず種子を播いては苗圃を作って行く原始時代

を坊復して居るが、若し水耕法を艫用して挿木苗を義成す

るならば良品種苗木の確得、種子の豊凶に左右されぎして

一定歎量の苗木が得られ、而も苗木が湿健で病虫害、旱塞

害に對する抵抗力騒ぐ、苗圃面談を節約する事が出來る等

ｧ･鰯の利総を翠げる事が出來て苗木蕊成菱を現在よりも非常に

､轆減出來るが、之に就ての詳細な意見の發表ほ之を後日に

譲る事とし、鼓では間伐と澤伐に就て卑見を述ぺて見たい

と思ふ。

（3）

日本で行ほれた間伐には往時吉野地方で發逵した間伐方

法があるけれ共、明治時代になって濁迩式力課用され､寺

崎博士に依って之に多少の改良が加へられたけれ共大臘濁

懸式であると云つでもい上と思われる。、

撰伐もまた同儀奮濁逸國の學者が發表した學読を取り込

んで居る黙が多い。而し考へて見ると濁蓮人fの氣質は何事

も幾何學的に亦物理學的に鹿理する傾向があって、林木の

庭理に購っても常に人間の主観的立場から幹級別を決定し

亦澤伐木の位置を決める傾向が多く生物たる林木の欲求を

査察する客観的立場で之を瓶ると云ふ黙が非常に鮫けて居

ると恩ふ。

今迄行ほれ奉る幹級別は林木の外鞠らのみ之を観て
一一く 7

決定され間伐後の残存木の配置も主観的に見て整然と等窪

離に残されて居る襟に慮理されて居るけれ共、生物と云ふ

ものは単に外形が立汲だからと云ふて其の臘質迄良好であ

るとは云へないので、人間の例潅見ても猫逸に範を取った

西洋雷は身長、燈重、胸園等数字的に表嬰出來るもので人

の鐙格を決めるけれ共、例へ其數字が如何に優良でも肺病

や精禰病の素賀を持った人間ほ其の徴査営時發病して居な

くっても後日發病する危険が多分にある。二十年生位の造

林地でメアサ杉と黒心杉が混清して居る場合、メアサ杉の

方は多くぼ幹級別上二級木か四級木に蹄し､黒心杉が一縫
木に扇して居る事が多いけれ共,其の塗林地が四十年生以

上になると逆にメアサ杉が籔然一級木になる傾向がある。

叉ヒノキ、アカマツ等の蓋林地でも十乃至二十年生時代のノ

幹絞別は其禮質に十分な注意を挑ほないと後日漏脂病や曲

幹になり易い残存木を多く残存する恐がある。間伐歩合や

残存本敷を地位林齢等に應じて数字で表現し間伐を簡箪に

やれる様にずる等と老へる人もあるが是亦筆者にほ理解出

來ないやり方である。

叉残存木の配霞に就ても等距離に整然と残存してあれば

人間の観た目には非常にうまく行って居る様に老へられる

が、生物は元來群落的に互に相寄り相扶けて世間の荒波と

戦って行く事を本能とするもので．林木も生物である以上

この群落生活を忘れては暴風、日射、乾燥其他の諾被害に

襲はれ到底健全な生活を邊る事は出來ない。人間が主観的

に見て宜しいと云っても林木自身に破っては決して有難い

ものではないのであって、特に林齢が多くなればなる程此

の群落生活を大切にし愈重して行くべきで、間伐に依って

樹冠層の發逹を妨げたり、群落生活の傾向を破る事は大い

に注意すべき事宅間伐の際十分其の生活鎌式に就て考へて

やらなければならない。

特に澤伐の場合若し此の樹冠暦の發達と群落生活を無頑

して正三角形の頂馳に優良木を塗存する等と云ふ様な猫逢

式の考へ方で鐸伐を通行すると、日本の嫌な荒ld､氣候に長
い間暴露された天然林では鐸伐後の生長量が播損材種の半

分以下に焔入ると云ふ様な事は從來の震例から見て決して

妙<ないのである。

林木の群落生活と云ふ事は決して箪者の個人的考察でほ

なく、數字的虚理を以て維始する猫通人の間で‘ターラン

ド大學名譽教授故プツセ博士の如きは特にこの穀に重きを
置いて、同氏の論文には次の稼な事を主張して居る。即ち

「林木は軍木的に観る可きものではなくって必ず群落を翠

位としてこれを取扱ふ可きものであると」云ふのである。

日本林業按砺協會の松川理事長が往時青森のヒパ林の取扱

ひに就て述べた虚にもこの群落なる感念力燦<取り入れら

れて居る。富時熊本醤林局に在勤して居った錐者は九州の
〕－
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モミ、ツガの天然林でこの群落作業を推穗した事があるが

青森のヒバと九州のモミ、ツカでは犬分其の群落の構成や

組識に相違があったので大いに老へが逢った厳に恩はれた

が．而し洋の東西を問ほず期せずして此の群落論が殆んど

同時に發表されたのは面白い事で､群落生活や樹冠暦の發

逹が林木の生活上他の生物の生活よりも一層大切である事

は決して忘れて不可ない事は鴬然考へらるべき事であって

他の生物即ち.人間の生活､放牧地の馬や牛の生活､其他ど

んな生物生活を見ても解る事で、これを忘れて大規漢に澤

伐作業の行ほれた地方の其後の經過を見れば如何に従前の

灘伐作梁が失敗であったかは一目瞭然である。元來生物は

動物でも植物でも生れながらにして個人主義で自我を極度

に發揮したがるものであるが、反面相寄り相扶ける群落生

活､即ち祗會生活を行ぱなければ生活持績が困難とな箔の

で、動物は隣組を作り都會を作るし、植物は漸次群落生活

を誉む事になる。而して動物は其の群落が破壊されても再

びこれを作り初めるが植物は動く事が笛衆ないので，一度

破壊さがると其の群落は滅亡して行くのである。

最も従前の澤伐作業が失敗に歸した原因は唯群落生活を

無瓶したと云ふ事ばかりでなく、他にも重大なる失敗の原

因があった｡夫れば澤伐木撰定員がろくに間伐木の撰定能

力もないのに敢て一足飛びに鐸伐木を撰定した事と、更に

も一つの原因ほ間伐木も然りである力鐸伐木の撰定に徴っ

て伐探事業の收支と云ふ考へ方を菱へた事である。純粋の

育林技術的立場からのみ行ふ可き撰定員の頭に紗しでも林
木消耗技術の惑念が混って居たら其慮に必ずや重大な欠箔

を起すのは営然であって前にも述べた簾に鼓に育林技術と
伐木利用技術とが劃然麗別せられなけれぽならなL理由が

あるのである｡間伐や鐸伐の場合悪意の溌誤伐は勿論であ

るが､若し從業員監督者に撫育の責任がなく、軍に伐木蕊

桑を行ふと云ふ考へだけで之を賞行ずれ嬢伐採識定木の伐

残しが行ほれ易いのは裟然であって、其庭が育林技術者と
消耗技術者との分れ目である。

元來遥林､擦育、間伐、鐸伐、等の育株技術には目前の

敗支に拘泥する事が絶對禁物であって、森林較利學等も燭
通人の考へ出した數學的遊戯を育林技術者に教へる事力根
本的に間達で、それでなくっても人間は生れながらにして

己人主蕊のものであるから、森林復興を唱へても何程の賓

金を投じて何程の利盆がある等と計算するならば決して森

林の復興は禺來るものじゃない。林業は農工業と其の蚕本

回收期間に著しい相遮があり、長い年敷の後の貨需便値下
落の程度ほ如何な經濟學者でも解るものじゃない｡支那事
鍵前後に於て現在の貨幣慨値下落程度を測定し得た學者が
あるであらうか。

〔4〕．
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筆者は斯る獺鮎から立脚して鼓に育林推進班の結成を主

張するものである。

即ち現在誉林局に勤務する若い純眞な青年の中捕物生理

學を理解し得る能力ある人逵を撰び、之に短期間でもい上

から林木の素質､形質､群落生活等の識習を篤し､間伐木

の撰定を教へ、痩地指導を與へ乍ら育林糖郷を注ぎ込むの

である。以上述ぺた犠な間伐技術力適得出來れぱ其の人等

に依って各遥林地の間伐木を撰定して廻り、其の伐探も斯

る心得を持った人等が監督して行ひ、收支悩はないからと

云って伐り残しをやらない灘にする。斯くすればとて其の

伐木事業が多額の赤字を出す穰な事は從來の經験上質際に

はあり得ない。消耗技術萬能の側から見れば到底引さ合は

ないと云ふかも知れないが、事資引き合はないならば対L

は造林饗でこれ奇補償すべきであるが､之は決して多額に

昇るものとは恩はれない。往時澤伐作業が盛に主張された．麓
時、皆伐に馴れた伐木業者は澤伐では多額の伐木菱を要す

る集材厘域が鹿<なるから小出し費用が何倍にもなると云

ふて反對したけれ共資行の結果から見れば探伐と皆伐とで

は大なる伐木小IHしの費用に差違がなかった事は、蜜馳經

患者のよく知る虚である。而し事業收支に重きを置く伐木

業者は如何しても伐木費や小出費に拘泥し易い。特に最近

の物債溝勢では欺くなる恐が多いので操伐木や間伐木等の

伐採と林外搬出丈けば育林推進班員の監督の下に資行する

必要がある。・

話が前後するが育林推進班員は初め間伐木に就て撰走按

術を練審し相賎經繊が閃来たら次で天然更新に關する講習

を受け鐸伐木の撰定を資行し，更に林種改善の仕事をやる

嚴にするのみならず､私有林から間伐木撰定の依頼がある

時には、無料で之を授行してやるやうにし共の信頼を得た坐

なら、我國の鰯ﾈ地生長促進に多大の貢献を馬し得る事と

なるのである。

薪くて青*i推進班が各局に發達し、鐸伐木や間伐木の伐

採巌出を資行出来る事になればこれに伴って民間にも斯る

育林精郷を會得して事業收支にのふ没頭しない虞に森泳の

育成を乞ひ願ふ人盈の結合した特殊會賦を創立し官民合同

して事業を鑛張して行く事に依り、現在の育林撰術者に明

るい前途を見出す事が出來ると患ふ。鱈滿洲國では政府力幾

学頻出蚕した特殊禽賦を作り育林事業の完醗を期した事が

あった、是も以上の様な観黙から考慮された事と思はれ

る。斯くの如き考想の下に事業計劃を進めて行くのは日本

林業凌術協愈の仕事として大いに意義ある事と思ほれるの

でこの識務禽雷局者の一考を望むものである。鐸伐木や問

伐木の撰定侭勿論其の伐木､搬出等は必ず日林協翻霊認
した諏臓者でなければ行はせないと云ふ事は國策上重要な
閲題であると恩ふ。〈柊b〕
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解 説一
"

木 材人工乾 燥

の建設を企圏する者に

對しては復興金庫より

の融資を優先的に認證

してその渡現を助成す

る等、凡ゆる手段を議

した結果．最近に於て

木材乾燥室の建設が著

友と蜜現するに至った

。而して木材乾燥を基

I 小 倉武夫

1緒言
〆

我國森林資源は長期に豆る戦時中の乱伐の結果、誠に憂

慮う-べき欣態に階入ってゐるにも拘らず､一方戦災復興、

或は産業墹産用、其他外貨盤得のための輸出加工品等麦木

材の需要は専ら職加の一途を辿り、このま上推移せんか森

號擬源は正に崩壊の危磯に直面すると云っても決して過言
ではない。之れが對策としては奥地未開發林の利用、換言

すれば澗葉樹の利用を計ると共に木材利用の集約化に依っ

て賓源の愛護を計り毒浪費を遜けるの外はないのである。

而して澗葉樹の利用と謂ひ、木材利用の集約化と謂ひ、何

れも高度の技術的基礎の上に立ってその合理化を計るので

なければ、その目的を達することは出來ないのである。即
ち伐採後の随理を適切になし､消極的には腐朽、鍵色等に

依る損失を防ぐと共に、積極的には木材の利用法，例へぼ

素材･のま上、或は合板、積層材として，或は改良木材とし

て、或侭化學的麗理を施す等夫為の目的に即した合理的な

利用法を誰じなければならなL《のである。斯くの如く合理

的な利用を園る場合には、木材本來？性礎として先づ適営

な乾燥を施さなけれぼならないのであって、木材乾燥が資

迄弓3こ木材利用合理化の基礎的技術であり.木材加ｴの基盤で
ある顎は既に周知の事資である。懲て國有林に於て約十激

′年前に丙地未利用澗葉樹の利用開發を叫んで自ら率先して

簡易製材脈木材乾燥室等を建設して、之れが技術の確立

とその普及に力を注ぎ、営時の業界を啓蒙して、その業績

顯著なものL有った事は吾人の記憶に新らしい虚である。

然るに不幸にして斯ろ成果も戦時中の混乱の爲凡て水泡に

歸し、加工技術は地に落ち、技術的な良心は失ほれ、巷に

は粗悪製品が氾濫する等我國木材加工界の面目は完腐なき

章でに崩壊し霊したので、再び鐸を大にして木材加工の基

盤たる木材乾燥の必要性を識調しなければならない事は誠

に感概無戯のものがある。然し乍ら最近の進駐軍家具の製

作を契機として、木材乾燥が木材加工には欠くべからぢる

過躍である事を業者自らが暖得し、一方林野局に於ても之

れが普及建設を林野行政の一雲として取り上げ木材乾燥室

(筆者）農林技官林業議験場

－〈9

事は斯業の爲誠に欣ぱしい虚である。而して木材乾燥を基

盤とした木材加工が我國特有のものとして健蜜なる發達

を霊げ、今後世界市場に於て轡を列ぺて豪も遜色を感ずる

ことない日の一日も早からん事を願ふものである。

斯綴に再び木材乾燥の重要頑される秋に織って、特に木

材利用の合理化,集約化に關心を持たれる林業技術者の諸

彦に對し、木材乾燥に開する解読を試みることは業者の光

榮とする塵である。此の拙稿が柳かでも御参考になれば幸

である。

2木材の人工乾燥の原理

木材の中に多量の水分が含まれ、特に伐採直後に於ては

材自身の重麓に等しい程度の水分。換言すれば含水率100

％にも達してゐる事は珍らしくない。斯溌に水分の多い材

を大氣中に放置すると漸次乾燥をして水分を減少するが、

更にこれを仔細に観察す愚ならば、水分の減少は決して一

濠に行はれるのでなくて，表面に近い部分程速かに乾燥さ

れる。即ち先づ表面の細胞層が乾燥されてこの部分の蒸氣

藤永低下し､蒸氣睡差に基いて次の細胞屑の永分が表面へ

移行して表面から蒸發する。この鎌な過程を繰返すことに

因て、木材の乾燥は行ほれるわけである。従て表面から蒸

發するだけ丙部から水分が表面へ移行してくれ上ぱ乾燥は

極めて圓滑に行はれるわけである。然し乍ら水枕に於ては

水分の移行速度ほ表面蒸發量に比して非膳に遅く、特に含

水率が低くなり所謂繊維飽和黙以下に於ては極めて著し

い。亦周知の通り木材の細胞は含水率力繊維飽和黙以上の

場合には收縮は起らなくて、これ以下において始めて敢鏥

を開始し而もその量は減少含水率に略比例するのである。

従て木材を大氣中に放置した場合には、先づ表面のみが乾

いて丙部がこれに追随して行けない篇に、丙部に水分が未

だ多量に含まれてゐるに拘らず、表面は既に繊維飽和職以

下に到達して收縮を開始するのである。此の軽度が著しく

なると表面の細胞のみば猛烈な力で收縮するに對し丙部が

未だ繊維飽和職以上の含うk率のために收鏥は起らず.錘に
表面細胞は自ら細胞間の結合力の弱い髄線細胞の部分を引

裂いても收縮するのである。ナラ材の如く水分の丙部移行

の極めて困難なものほ天然乾燥に於てさへ、著しく表面割

〕－

〆
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－

ｵLの生ずるのはこのためである。

木材淀自然に放置して乾燥室行ふ場合には斯綴な現象を

惹起"ﾘｰるから、これを抑制し、而も速に乾燥せしめるため

に人工乾燥室を用ひるのである。即ち表面よりの蒸發を極

力抑へるために室丙の蒸氣塵を出來得る限り高く保ち（關

係潔度を100％近くに保つ〕、更に丙部移行量を多くするた

めに温度を高く保ち．乾燥の進行に伴ひ漸次蒸氣塵を低く

して行けばよいのであって”之れが木材乾燥の原則であ

る。然し温度を高く保つと表面の蒸發が更に激じくなって

この雨者が相反する結果をもたらせるために、温度と漂度

の調節を、水分の丙部移行の難易に臆じて適営に資施しな

ければならない。鐘に乾燥操作の困難さがある。

3人工乾燥室の條件

木材を人工的に乾燥するには前項で述べた様に表面に於

ける蒸發を抑制して丙部移行を盛にする爲に、鴻度を保ち

つ上或適営の温度を保持し、乾燥の進行につれて關係潔度

を低くして行かなければならないので、木材乾燥室として

は温度を與へる加熱裟置と、關係潟度を高く保つ増曝装置

と共に關係潔度を低下してそのま上維持せしめる何等かの

方法等を必要とすることは云ふ霞でもない。叉木材の表面

に於て蒸發した水分は水蒸氣となって塞氣中に含まれるの

で、表面に近接した塞氣屑程重くなって停頓の状態になり

この暦ほ最早水蒸氣をこれ以上含む蕊が出來なくて、この

潅土では乾燥は停止し-と了ふ嫌になる。従て斯嚴な停頓し

た塞氣を常に動かせて材の表面には絶へず輿へられた條件
臥

の空氣力嬢鯛してゐる厳にしておかなければならない。即

ち空鋪を循環せしめることが必要である。而してその方法

としては自然的に委ねても叉人工的に施しても良いことは

勿論であるb更に乾燥に富って考慰しなければならない事

は木材中より蒸發した水分を何等かの方法で乾燥室外へ除

去する事であるo一見乾燥すぺき水分の通は左程問題にな

らぬやうに考へられるが、例へぼ比箪0.5の木材1mS(約

3.6石）を含水率60％より15％迄十日間で乾燥すると假定

すると、225kgの水分を除去しなければならない。今一般

･の木材乾燥室の如き約40石を收容する乾燥室に就いてみる

と10日間で約2.5噸〔2500立)といふ莫大な水分の除去とい

ふ事になるのである。従て斯くの如き多蚤の水分を如何な

る方法で排出するかを充分考恵しておく必要がある。

以上が木材乾燥室として具備すべき條件であって、こ上

には極めて簡単にその具鐙的事項にを記述する。

(A)加熱装置室内の塞氣に温度を與へる方法とし

ては電熱､煙道､輝煙､或ほ蒸氣等その何れでも差支へな

いが要は室温を妙くとも60へ"0.0に長時間保持すること

が出來．而も温度の加減が安易に行ほれLぱ申分ないの

である。從て例．､ば煙道の如く燃料の燃焼してゐる間は火

力が弧くて温度が上り易く、然らざる時は温度の下る溌な

場合には、出來得る限り同一温度を保持する事が出來、而．

も勢力も鴫き得る様に設計をしておく必要がある。斯様な、

黙からは蒸氣叉は電熱力麺営の様に思ほれるが一般に關係

潟度を考恵しなければならないので、その鯛節をも兼ねる

意味において蒸氣による方法力麺糟用ひられでゐる。筒力脚

熱装澄の位置に就てはその循蕊を考慮して最も適した位置．

に配置しなければなら減‘､。

(B)調爆装置乾燥室丙の空氣に潟度を加へるには

熱源に蒸氣を用いる場合は極めて簡箪に溌施出來るが、こ

れ”ﾄのものを用いてゐる場合には別途小型ボイラー、其

他湯氣の吸霧等の装置を附加すればよい。斯綴に潔度を加

へるには簡単に資施出来るが､質際問題として關係潟度を琴一

低く保持することが困難であるからこの黙を特に考慮しな

ければならない。

(C)排潔装置乾燥室丙に收容された木材から蒸發

されるべき多量の水分は、一旦塞氣中の水蒸氣となって木

材から除去され、この水蒸氣を室外へ放出して乾燥が行は

狩るのであって､之れには原則的には二邇りの方法が老へ
られる。即ちその一つは水蒸氣のま人の型"排氣筒ぐ煙突
の煙の如く〕を邇じてこれを室外へ放出して了ふ方法であ

り、他の一つは或る温度の室氣中に含まれた水蒸氣は、こ

れをその時の露謡以下に冷却することに因て蕊結せしめ水

滴として空気から除かれるといふ蕊を用ひる方法である。

従来の人工乾燥室で樽その循蕊法が所謂自然換氣式であっ

ても頚制式であっても何れも前者?排氣法が操用されてゐ一
るが.理論的にほ後者の方力遥か}姶理的であると思はｵ催≦
るが．之れが蜜現してゐないの胤何か理由があるのであら

うか？斯る締にも從來の木材工業が他の諸産業に比して

依然として原始的で進歩性に欠く事が培かほれてゐるので

はなからうか？

(D)循環法木材より蒸發した水分を水蒸氣として

含んだ多羅な木材表面の室氣暦を移動せしめるために人エ

的に風を邊る注ぐ張制式〕と、潔氣を除去するための排氣

筒に依る邇”]を利用して自然にその移動を委ねる方法

〔自然換氣式）とがあるが、前者の方が合理的であること

は云ふ聖でもない。

4人工乾燥室の型式

人工乾燥室の型式は種共の方法で現されるが。これを乾

燥室丙に於ける室氣の循蕊法で麗分すれば。これを全然自

然に委せておく自然換氣式と、何等かの機械力を用いて張

制的に循環をなさしめる饅＃耀氣式とに麓分することが出

－〈10）－
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れを兼ねてゐるもので以下簡軍にその機構を説明しよう。

先づ外界の筌氣が邊氣孔Hから室内へ入り、力蝿装避H

に依て渡度が高くなり．關系潟度も低下して乾燥を吸收し

易い條件の室氣となって上昇して．木材の桟積の，癖へ流入

する。そこで潔氣を吸潔し温度も稽友低下して紗くとも

最初の上昇氣流よりは重くなって雨備壁の空間Bへ流出し

てくる。而して排氣孔Oが下部に開口してゐるので此の附

近の室氣は煙突と同様の理により排氣筒を通って外界へ排

出されてゐるため,Eの暫氣も下方へ流動して外部へ渦さ

れるのである。以上がこの型式の概要の説明であるが，隙

か一回の循環によって室氣が排出されねばならぬ程充分に

漂氣を吸收してゐるかは大きな疑問もあり且熱愛の損失も

多いので一循環を終へ淀室氣の一部は溌氣孔の上部へ流動
して再循環をする如く設計するのが適切であぢう。然し何

れにしても事賓ほ此の訟明の如<に循瑛が順綱に行ほれる

かほ大なる疑問があって、特に木材の欲み方を適切にしな

ければ藻期する程の成果は得られないのである。

<B)遜制換氣式水材の積み方に對・し最も適した空

氣の流動を人工的に行はしめるのが此の型式であって､材
の積み方は一般に率積みであって、板と板との間にほ水平

の空間が有るので，塞氣の流動方向は水平であるべきで、

而も下部から上部に至る迄凡て一溌な速度を以て各側から

左側へ叉ば左側から右側へ流動する鯛こ設計するぺきであ

來るっ

“）自然換氣式此の型式は我國に於ては古くから

普及され,.､現在現でも盛んに建設されつ上あるものであっ

て、その室内騨邉の概要は第一岡に示す如きものである。

詮

瓦

第1岡自然換氣式人工乾燥室

前節で述べた如く乾燥室の條件には力畷、調曝、排爆及循

環の各装霞を必要とするのであるが、この型式に於ては特

に循環を司る装置としてば設けられておらず排潔装蔵がこ

の
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る。これが爲の装溌としては種友考へられるが博空氣を流

動せしめる篇の邊風磯の位置を室内にするか、室外にする

か大別することが出來る･邊風磯を室外に置くもの人代表

的なものは我國でも二、三の會賦に設けられてゐる所謂

「スター1､バンド」式（第2圏）であるOこのｸ峨國に於

ても邊風磯を専用してゐるもの或は自然換氣式に兼用して

ゐるもの等種糞エ夫を凝らされてゐる様であるが、設計が

適営でないため唯型式的に之等を設けたに過ぎないと思ほ

れる嫌なものさへあるのは惜しい極みである。

保持せしめた場合には厚さ1吋の天然乾燥材では30分程度

で十分であり、含水率60％程度ならば3時間程度で十分で

これ以上資施しても何第効果はない。叉最初の含水率が60
％以上の如き多混の場合には生蒸気の噴出中でも5－10％

程度の含水率は減少する巖である。

(D)乾燥操作乾燥の操作といふのはその前操作で

あるSfamingを経了すると含切k率に鍵じて一定のスケジ

ュールに従った温度及關係潔度に保てばよいのである。但

し同じ含水率に對しても樹種及厚さによって異にしなけれ

ばならぬことば勿論である。同一條件の材でも乾燥室の型

式によっても異るけれども、從來一般に行ほれてゐるスケ

ジュールの一例を示せば次表の如くでめる。

乾燥スケジュール

5職燥操作の概要，

次に人工木材に“叩なる操作があるかに就いて述ぺて

みたい。先づ木材をその乾燥室の鰐遥に即して氣流の循環

が最も適切に行ほれる様に｡F秋にして乾燥室丙へ入れ，芯
,Zr操作にとりかL,るのである。その具臘的な操作について
極めて概略的に説明する。

(A)準備操作人工乾燥を筏施してゐる間にその乾

燥進認伏態即ち現在含水率は何％になってゐるかを知る必

要がある｡その儲に必らず獄職片を欺個探り、乾燥室の標
準となる場所《乾燥が最も中購に行ほれる所．更に急速な

所或は遅れる所等）に冠き，これを毎日一定時刻に秤量し
て乾燥状態を知るのである。

(B)前乾燥製材直後の含水率は少くとも50～60%

程度はあるが,これを直ちに人工乾燥に附しても差支ない
け狂ども、含水率の多い間は天然乾燥でも可成り急速に乾

燥するので．との間ほ態交人工乾燥をするに及ぽいのであ
る。即ち蜜際問題としては天然乾燥でも含水率30～40％程

度迄は可茂り急速に乾燥されて、これ以下になると次方に

乾燥速度は著しく減少するので大鐙此の蝿､に人工乾燥に
移換するのが適切であらう。而してこの30～40％までにな

る期間は土地、気候，樹種及厚さ等により千差萬別であら
うが厚さ1吋程度の棚葉樹では1ケ月位である。

(C)ステイーミソグ平穣にした桟積材に含水率測
定用の試験片を挿入ずれぼ準備は羅了、愈女操作を開始す

る。乾燥を賛施するに鴬つては先づその材の含水率に應じ

た温度及關係漏度に維持するのであるが､最初から加熱装‘
置及増漂装置を用ひずに室内全燈を一様に高温多水にし且

木材自禮の温度を丙部迄急速に高めて丙部水分の移動を安
／

易にすると共に、木材表面は、特に天然乾燥を施した様な

場合にほ､過度に乾燥しTゐるために､表面に吸潔せしめ
てf内部の水分を表面へ移動せしめ易くする等の篤に邇常
生蒸氣を噴出せしめるのである。これがステイーミング

(Steaming)の操作である。而してこの操作時間に就､､て
は著者の資聡に依ると営初の含水率及厚さに依て決定すべ

きであるが，生蒸気の蝋出により室内温度を90｡0以上に
。一一〔

‘
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操作上の注意之等のスケジュールに依て乾燥を進行す
～

る場合には、表面のみが過度に乾燥することは免れない。

これをそのま上進行すると所謂表面割れ或は表面硬化等

の欠穀が生ずるので，之等を事前に防ぐ．と共に爾後の乾燥

を圓滑に進行せしめるために時盈表面に吸潔せしめて常に

丙部の水分と表面の水分とを連絡せしめ，内部水分が中断

されることなく表面へ移動せしめる様にしなけれぼならな

い｡この爲に毎日30分程度宛生蒸氣を砿出せしめる。こ線
が中間ステイーミ､/グである。

人工乾燥に於ける要件は絶へず材に注意し、過度の乾燥

にもとづく表面硬化、表面割れ等の危険を看波することで

これが爲には時友試験片を櫛形に鋸目を入れて表面耐bの

有無を確め、これに對して適切な魔理を施す様にしなけれ

ばならない。要ほ之等の測噺とそれに對する職理を心得て

おけばよい。

(E)操作の経了賦験材が所定の含水率迄乾燥した

ならば操作を総了するのである℃併し操作が維了したから

と云って直ちに室の扉を開けて材を外へ出す糠な事は絶對‘

に避けなければならない。操作の維了時に於ては木材表面

が過度に乾燥してゐるから、生蒸氣を砿霧せしめて表面に

若干吸潔せしめ，材の水分分布を均一にせしめ、潔度は高

く保､つたを上自然に温度の低下を待つ可きであって、妙く

とも一甕夜程排氣孔等は閉ざした礎放置して室丙温度が外

12〕－
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小倉：木材人工乾燥

林業試鹸場に於ても本乾燥を計劃し目下施設の準備中であ

る事は斯業の爲欣ばしい虚であって．之等が完成の鍵にぼ

業界へ筒す貢献の大なるものがあると信ずるものである句

斯くの如く高周波加熱に闘する問題は今や斯界の大きな話

題となってゐるのでこれらの原理と認伏を簡箪に述ぺて

御参考に供したい。

原理及方塗木材の様な誘電燈ほこの構遙を電氣的に見

ると正電荷を帯びた原子核と‘その周園を喉り巻く束縛電

子群との集團よりなる分子の集合農である。この分子は正

電荷の重材と負電荷の重材とが一致してゐな､婿極性分子

であって、正電荷の重心と負電荷の重'bが､ずれてゐる爲に

その一分子を取ってみると分子の雨端に正､負の電氣を有

するもので双極子と云ほれてゐる･木材は斯様な双極子が

不規則に無駁に集合したもので正負の極子の方向が重く雑

多である篇に、外部的には中性になってゐると見徹されて

ゐる。斯様な溝遥の木材力霊界の中へ入れら尤Lると各種子
~は一定の方向に配列せしめられて極性を現し、こ上に廻韓

せんとする、而も周波数5×106テイクル(5MCj程度の

高周波の電界に於ては1秒間に5×106回も極姓が正負に塗

化するので、此の鍵化が早くて分子の極性の塗化が此れに

鐙随して行くことが出來ず、時間的にづれが生じて、エネ

ルギーの消篭が起って來る。これが誘電鐙損失であってこ

の電氣的エネルギーの消費力熱エネルギーになって誘電磯

を加熱し、この熱によって木材の水分を乾燥させる。之私

が高周波蝿の原理の概要である。斯溌に丙部から自然に

加熱され謬随るので從來一般に岩ほれて來た乾燥法の如く

外部塞氣の温度を高め‘熱傳導によって熱を丙部へ鱒へる

のとは全くその趣を異にしてゐる･之等が本法の特徴とも

云ふべき獣である。

次に如何なる方法で賞施してゐるかを述ぺよぅ。二枚の

電極の間へ一般乾燥の如く平積みに桟積した材を置くか
●

この稜み方としては雨端を必らず揃へて正確な所定材稜と

する事が必要であ.る。軍に木材に温度を輿へるだけ鞍らぱ

桟木は必らずしも必要でないが、水分を蒸氣‘として蒸發せ

しめる篤には適営な空間を必要とするので，桟木を挿入す

るのである｡斯嚴に材を雨側に挿んだ電極へ高周波電氣を
流せばよいのである。

圖圖波乾燥の現状出力の小さい發振器を用ひた實験的

な乾燥は諸所で行はれてゐるけれども、箱糞大出力のもの

に就ては現在の麗靜岡縣の東海事業株式會賦以外にほない

様である。然し此麗としても未だ試験回數極めて少<諺僅

かのデーターを頼りにして種舞研究されてゐるので決して

充分なものと云ふことは出來ない。同斌では出力12kxv"

度の發振器を以て約3石の床板を乾燥率30％より15％ま

でに8時間を要してゐる｡而も極めて氣密な乾燥室を作り

界の温度近く迄降って始めて扉を開いて煙を出すことが肝

要である。，

以上で操作は全く総了するわけであるが、折角多大の困

難と多額の費用を費して漸く得た水蒸氣も、乾燥後の取扱

ひ方が適切でなければ凡ては水泡に蹄し、乾燥をした効果

はなくなる｡從って乾燥後の取扱ひ方としては特に雨露に
對して絶對に保護する巖にしなければならぬことを一言附

加しておく。

尚木材を乾燥しななればならない程度は、それを使用す

る場所に因って異ることは勿論であって、從來一般に認め

られてゐる乾燥程度を褐<・れぱ次の如くである。

乾燥程度表
了一

難陰蕊窯
、

使用場所温度曝度

鶇 謂
，

暖房装置のある室丙1

〃 2

〃2

議驫書鰡）
屋外に使用の材一一,5-ﾕ6－k,-,3

篭

6高周波による木材の乾燥

木材の如き電氣的不良導纏である誘電題を高周波電界丙

に置くと所謂誘電縫損の爲に加熱される事は古くから知ら

れて、小規漠な礎験としては加熱、乾燥にも用ひられて來

たのであるが，大出力のものに就いては寵氣按細勺な困難

も伴ひ最近までは、試臓の域にも達してゐなかったのであ

悪参る。然し乍ら戦時中電波探知磯等の大出力の高周波發振器
に關ずる電氣技術は急速に發達したのであるが，絡戦と共

にその進路は閉され、之等の技術を平和産業へ應用せんと

してその進路を見出したのが所謂高周波加熱である。從て

之等の電機製作所も競って此の方面へ卿換し、而も原始工

業の域を鮠してゐない木材工業界へ．‘最新式の武器現ほ

る”とばかり、鳴物入りで宣傳した爲に、斯界の大きな關

心をかひ，現在では小規模（出力2-5kw程度）のものは

兎に角として、大規摸〔出力20kw程度）のものでも既に

合板製造に或ほ木材乾燥等に用ひんと目下鋭意研究中であ

る。然し斯溌な全く新規な乾燥は施設に多額を要するのみ

ならず、木工業界に於ては勿論、電氣技術的な方面でも全

くの新分野であって、電氣､木工雨技術者が相提携して研

究に享念するのでなければ到底解決は琵束ない。従て斯る

石f究を徒らに民間のみに委ねて官界が傍観してゐる事は斯

業發展の爲到底許し蝿､虚である。斯る意味で醤て木工方

面に於て活躍した熊本誉林局に於て、叉指導的立場にある
｛

－－－（13〕－
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小倉豊水材人工乾燥
I

これに温度及關係潔度を與へることの出來る巖にして､一

般乾燥操作と同様に外界條件を適営に維持し乍ら高周波乾

燥を資施してゐる。之等の事項は一つの在り方ではあらう
ノ

が、果して乾燥室の如き設備が必要であらうか、軍位材積

雷りの消費電力（樹寵毎の）は如何なる程度が適営なりや

等凌資用化に雷ってほ魑氣乾燥的問題の外に幾多の重要な

問題力珠解洪の堂上である｡更に之等の問題が解決して資
用化したとしても果して一般乾燥法に比して經濟的に採算

がとれるであらうか？例へぼ20kwの發振器で床阪5石

茜30％より15．《迄に8時間で乾燥し得るとし、假りに聲

夜を滿度に蓮灘して1日に15石を乾燥し得たとしても、

1週間に100石程度の乾燥能力である。然らば收容能力50

石の乾燥2室を以て1週間に所要の乾燥を行ふのと果して

何れが經濟的なりや､之等は蜜際問題として眞に切資なも
のであるが、凡ては今後の研究に俟つくきものである。併

し現在迄の僅かの蓑料から推測するど高周波乾燥は厚い板

に於いて比較的歩が良いので、將來性があるのではなから

5か？然し乍ら高周波そのものは木材乾燥の外眞に此

の特性を活かすことの田來る分野が他にあるのではなから

う か？鰯

7結言

木材の人工乾燥に關する基本的，原則的な事項並に最近、
の流行になってある高周波蒸氣等に就いて述ぺ來つたが、
限られた紙面に出來るだけ多くを盛らんとしたので、極あ

て要領の得ない粗漏な説明となり、鑛者の意の有る虚が汲

取られたかは甚だ疑はしい。要するに以上は林業技術者が

林地に於ける苗圃､造林作業から。政十年以上の撫育の結

果始めて生産される苦心の賜物であって、これが最後の利

用に於て浪費する事なく、必らず技術的基礎の上に立った

合理的な利用がなされてゐるか否かに常に意を用ひる事こ

そ林業技術者としての一つの使命でなければならない。従

て木材利用の第一歩たる木材乾働ご就いては大なる關心を垂
寄せられ、機會を捉へて啓蒙､ヂ扱され､乾燥によって利

用の範園を庚めると共に筍も乾燥不良に基く粗悪品等の全

く美を消す如く．努められん事を希ふものである。〔経〕

ー

一

(海外事情） 物としてや一九四七年五月に山林局かや發表されてゐる。
此の研究はR･K･ウインター、G･H.チヤイデス顔一、

J･･A･ボールの諸氏がまとめたものであるが､各地の菅林局
試験場及び林達試鹸場も絶大な援助をしてゐる。

此の報告によれば、一九四四年に米國で消費された木材
はユ22億立方爽であり、その中、製品として販賓乃至使用

されたものは、重量にして43％に過ぎず、35％は全く溌棄
され、残りの”％が不完全な燃料として焼却されている。

此の燃料と慶棄物とは重蹴にして1089蟻トンである。但
し此の報告では燃料として使用されたものも、木材の騒材

として計算してゐる。勿諦側めから燃材として伐採された』窒雪
ものは陵材ではない。

、利用過程の各段階に於ける溌材發生とその利用について
表示すれば次の通りである。

國の暖材

I
r一一1F－hP－hー一■込一

米國の躍材問題

！
横瀬誠 之

L一凹一

森林喪源の渦渇が叫ぽれている今日、我國林業界に於て

は、林産物の集約利用について各種の試職が報告され又一

部は蜜行に移されてゐる。米國に於ても此の問題は國家的

林業問題としてとりあげられ、一九四四年から四五年にか

けて山林局が資施した米國森林再評慣の一端と‘してその調

査成綴が、各種の研究問題と共に，「米國の溌材｣なる刊行．
第一表米I

鑑鴛
燃料として利用

塵材の出所

掃｡磯割鑓立方

鶏素珍談｡"詮ｪ篝'．‘““
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横瀬：米國の慶材問題

註「1」重獄による「2」全般を基準として2000封度「3」輸入材を含む「4」パルプ化に際
して失はれるリグニン及びセル芦一ズであり謬立方爽に換算しない「5」第二次加工と臓製材か

ら各種の製品を作ることを云ひ、此魔では家具類，床板､木工及び建築に於ける陵材を掲上した。

筒ほ右表には樹皮を含んでいないがその量は約18億立右表の遙材と第一加工に於ける瑳材を詳記すれば次表の

方爽と承られてゐる。 邇,りである。
●

第二表主要林産物生産に於ける賎材（1944年度）（単位100萬立方呪'

｜ 識鱸艤鵠蒲撫騨
材

認識:｜計
溌
罹林産物名

’ ’使用 ！
四一一一一

’
｢

％４
０
８
４
３
１
０
２
８
７
６

２
２
３
１
１
１
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９
７
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８
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Ｄ
Ｑ
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７
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Ｆ
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３
２
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１
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１
１６
２
１
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製材（1）

燃材

パルプ･及紙（2）

仙取.り挑木
樽木

木棚用柱材

軍板

坑水

屋根板

其他

合計

1,616.9

109.6

14‘9

40．7

1‘4

118.1

3．8

13,0

87‘4

2,005.8

嘩I

’
註「'」製材を家具や建築物にする際の溌材は含童れてゐない。之等は約“300蔑立方呪と推定され、．
殆んど全て力燃料になると老へられる。「2｣木材の形をした潅材のみを含み繊維状や化學的
成分は含まれない。輸入バルブ材の賎材は含まれないが｡約9鋤萬立方沢と推定される。

此の研究は更に各部門毎に詳細な検討を行ってゐるが、 「4」｢3」によって得られた新しい方法を國家援助によ

ー特に慶材を燃料に使用する場合､現況は甚だ非効果的で、って具圏上することに鶴踏しないこと。

唯/2噂無闇にボイラーに拠げ込んでいる二とを戒めている。以上が此の研究の概要であるが我國の場合は、種為の

更にこうした溌材の集約利用は決して森林伐採を減少せ、條件が相違しているので、此の提案をその侭受けと坂ない
しめるものではなく、唯友無駄に使はれる称産物を．よりこさは考ぺら’Lるが､然しこうした堅溌な研究を、政府が

『･導涜次の利用に引き上げて､‘その工業化によって雇&I棒を高張<とりあげてゆく態度は､誠に羨しい限りである｡我國
めるものであると述べていることは、職然のこと人はいへの如きは，一層進んだり暁がなされて然るべきではなから

米國民の産業に對する考へ方力執はれる。うか。

筒ほこうした賎材問題の解沙手段として次のことが提案赫業政策の再建が濯ぐ叫ばれている今日、米國林業の一

されてゐる○・、端を紹介して林業家の奮起を願ひ度いo(*)

・口｣順現在歴材利用の驍路が、その發生鳩所の分散にある

叩

科學技術弘報協會發行

月刊サイエン壷gダイジェスト(綜合農嬢〕
第1號第2號既刊

アメリカの厚意ある寄贈文献から農業畜産、林業，

水産熊ど演い範函に亘って苑録したものである。専門’
輔

家は勿論，一般人にも興味深L､溌物である。

購讃希望者は本會に於て取次し章す。

溌謹（定債一部35圓邊料3回〕

黙に鑑承、林窪工業のより大きな統合を行ひ、原料の

集約利用を計るべきである。

｢2」今までの其場限りの收漣最大を追求した林業經瞥を

駕鐵鰯欝窯鯨溌織:麓，
利用を遥求するものである。

｢3」賎材の發生を減少せしめる鋤愉と、塵材の新し､利

用法に關する靭焼を一層推進すること。例へば亜疏酸

パルプ溌液からアルコール及び飼料を製造する方法や

亜硫酸リグニンの利用法等がそれである。

｢筆者」總理聡技官安本生産局林達課
一
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森林法犯に就て
■

1緒言、

我國現行法の禮系が欧洲大陸法系の繼受であるといふ根

本的な理由から．その基調は主として画一マ法的要素を多

く含んでゐる。從て抽象を尊ぶ画一マ思想を受けて一般的

抽象的規範として儲腱した成文法を第一次的法源とずるこ

とは、我國に於ても同綴である。

然して所國には刊事堂件一般を拘束する刑法法典をもち

ながら、何故に森林事件に對し森林法中に刑事特別法の規

定を設けなければならなかったかは論外として、その示さ

敢た結果に對し通f畷､法思潮發展の上から若干の考察を試
みること上する。

我國の現行刑法法典は諸國に卒先して既に一九○七年に

主観主義的態度を明かにしてゐる。

これを窃盗罪に就て見れば，蘆刑法をはじめ諸國の刑法

に見るやうな煩頚な種類ほ全く捨てられ、刑は一撰に十年

以下の懲役<刑二三五）とされ、累犯の場合は二十年に至

ることを得る〔刑五七）のである。これは資に刑罰の輕重

を犯罪事資の大小に應ずるものとして刑法を理購せすとす

る客観主義の立場から難腕して、刑罰の種類と分還とを犯

人の人格に適應せしむぺきものとして刑法を理解せんとす

る主観主義の主張されたものである。即ち犯罪の客観的事

責よりも犯人の改善を以て刑罰の目的とする考へであり‘

炭<裁判官に刑罰裁量の自由を與へたものである。

刑法理論の進展が我國寶定法の上に斯くも顯著に顯現さ

れたにもか上ほらず、濁り森林事件にのみ奮法以来特別刑

法を規定し、改正森林法に於ても依然としてこの態度を改
めない事實は一考の餘地があらう。

2森林犯罪の特徴

森林刑法自彊を論ずる前に村上富士太郎氏の研究（法學

協會雑誌第四十八程第十一鑑、森林法犯の統計的研究）か
ら森林犯罪の特徴を拾へぼ次の通りである。（1）初犯者の

前科識こ對する割合の大なること、（2）女犯者の璽力湘営

に多く且その大部分は初犯者であること、（3）原因の貧困
に因るものはく三割四分弱）利慾に因るもの<一割三分）

〔筆者）文部教官九大農學部林政學教室

一一〔16
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を遥かに凌駕すること。之を要するに、森林法犯者として

罪を論ぜらる人者の多くは生活の脅威より賦會的批判を零

はれたる無産の下層民が偶霊的に鞘行爲をなすに至った
ものである。

8森林法犯者の虚罰

森林犯罪には四種あり各本條に規定がある。

前掲村上氏の研究によれば､産業商事闘係特別刑法中譲
引所法，漁業法及度量衡法遠反と相並んで殆んど全國に亘
ると述べて居られる。

叉氏の敷字を借用ずれぼ大正十二年より昭和二年の五ケ

年間の刑法犯者總駁510浬5名に對し森林法犯着薮は9021

名（1分7厘)､叉五ヶ年の刑法上の窃盗犯者總敷58731名

に對比すれば1割5分懇であるといふ。叉大正十三年より
昭和三年の間の森林犯罪者総数は7375名、中初犯者は

6343名〔8割6分）であり、森林法犯者中森林窃盗犯者は
9割を占むるといふ。

以下項を分ち森林犯罪取扱の鍵遜を述べる。

イ森林窃盗罪

森林窃盗罪は巌密に云へぼ第八十三條の軍純森林窃盗罪

と第八十四條の加重森林窃盗罪に分れる。単純識窃盗熱‘‐塾

の取扱ば昭和十四年の森林法改正（昭和十四年三月十八日

法律第十五號）以來，懲役三年以下、罰金千圓以下と犯人

主義を猿張したく森八三〕。然し刑法中軍純窃盗罪の「懲

役十年以下」比ぶれば「三年以下の重禁固叉ほ職額二倍以

下の罰金｣〔明治四十四年改正森林法第八十三條）の掻張と

ほ云へ、未だ自由裁量犯人主義は著しく拘束せられてゐ‘

る。森林窃盗犯者の科刑の資績を村上氏の研究より借用す

れば、森林窃盗に對する最高限懲役三年書'科せられたもの

は、大正十二年度に於て二年以上として二名、大正十五年

度に於て一名であるといふ。然も同氏の調査は軍純加重の
厘別がないので前記三各の中加重刑によるものがあると假
定すれば、軍純窃盗に於て二年以上を科刑された者は営時
に於ては極めて稀であったと考へられる。

戸森林臓物罪

窃盗の臓物罪に關する刑法<刑二五六〕及森林法〔森八
七）の規定はいづれも自由刑に於て懲役三年を同じくし、
〕－－
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後者に於ては千圓以下の罰金刑を鑿澤することの鯛来る黙

を異にする。然るに臓物の蓮振，寄藏，故買、牙保に及ん

では自画刑に於て懲役十年と五雫罰金刑に於て千圓以下

．と五千回以下、と刑量を異にし、更に後法に於ては雨刑の

併科をも認めてゐる。その澪法（明四四改正森八セクに於

ける收受，寄臓，故買を無分別に「一響月以上三年以下の重

禁固及職額以上二倍以下の罰金」を拘束したに比ぶれぼ可

成の砿張と見てよいが‘いまだしきこと森林窃盗に於ける

と同綴である。

ハ森林放火及失火罪

放火の罪に關しては刑法第一一○際に「其他の放火罪」

として一年以上十年以下の懲役と一般規定求あり、更に森

林の放火に關しては森林法第八八條に二年以上の有期懲役

との特別規定がある。本條の適用に關しては次の綴な興味

唾ある判例がある。′

山形縣最上郡舟形村大字長澤字門ケ澤國有林の枯草を澆

挑ひ良草を培義し肥料に供することを目的として園有林檎

草を焼穀した班件に開し．大審院は『森林域火とは他人若

くは自己の森林に掴に火を放ちその建物を焼穀する,の謂で

あって、森林につき或鯉利を有する者と雛も蜜該官吏の許

可なく火入をなした者は失火の制裁を免れず，況や森林に

つき何等の擢利を有しない者は假令械草を澆談して良草を

發生せしめ之を自己の利益に供せんとする意志により森林

に火を放ち之を焼穀したものと錐も，放火の罪を免れ得な

いもの」と到決した。（大審院到決鋒刊喜之部第十三幌明

治四十年度）右の判決は被告人が前審に於て放火罪とせら

れたのに對し、失火罪を以て問疑･すべきにあらずやといふ

疑問に對して輿へられたものである。放火か失火かの問題

雇畿力窺れたので判決を論ずる前に失火に關する刑法及森林農
の規定を見れば、刑法は失火に限り自物他物を瞳別せず干

圃以下の罰金とし(森一六)森林法も同じ趣旨を以て千
圓以下の罰金〈森八九）とした。放火と失火とでは前述の

如く法定刑遼に差異があるが、これは裁判の領域てあるか－

ら論外として、刑法第三八條の罪を犯す意志なき行爲は之

を罰せずといふあたりから出發したい。然しこの第三八條

第一項の意志刊法の原則は法律に特別の規定ある場合は此

の限にあらずと第二項の制限を受け、資質的には殆ど意義

を止めない。唯主観主義の立場に或る遅解を示してゐると

見られるにすぎない。勿論前掲事件の被告人は軍に森林に

火を放ち害悪を及ぽさうとしたのでばなく良草の培養を目

的としたのであって、火を放ったのは目的達成の手段にす

ぎなかった。判決が泉二博士等を主唱者とし學生や多くの

法曹蜜務家達に諒とせられてゐる客観主義の立場から，火

を放った事鐡と、犯者と森林との擢利關係を以て獣じたの

は根擦のあることである。

－〔17
0P

唯森林法第八八條が何故に二年以上と特に規定せねぼな

らなかづたかに多少の疑問がないでもない。

＝森林殿棄罪

森林殿棄罪は森林法第九一條乃至第九岡條に四種の別を

規定して於銘が｡犯所の詩定なる場合を除いては罰金刑で

あるので別段論じない。

4結言

之を要するに森林法犯に開しても各級裁判所を通じて可

成多くの到例をもってゐる･徳来のありかたに於て畷資
上は上級裁判所の測決が下級裁判所の判決を拘束してゐる

と老へられる。その理由は、到決は濁自の確信に基いて行

ふく胃濁立の性質のものであるが到決の丙容にあたって判
者の臘裡に同級及上級裁判所の既往の測決が蘇らぬわけは

なく．叉濁立の確信をもって行ほれた判決も上級審に於て

くつがへされ得ることである。か上る意味合からも、抽象

的な法規範を中心とするよりも、一女の具鐙的事件の丙容

に則した到例を尊重した裁判を行ふ方が，受刑者は勿論國

民にも納得が出來るのでほなからうか。

我國が米國の占領下にある事蜜からばかりで芯く人智の

進歩からも、最早抽象的な制定法に浦足する時期から腕し

て進んで判例法の領域へ進むべきであらう。何人も首肯し

得る刑罪の資證的観察とそれを基礎とする裁判とによって

疑惑を挑拭された刑罰法規の途用とが期待されやう。

斯く老へる時.森林刑法の意義と侭値も叉反省されなけ
L

れぱならない。（二三四一五）

１
１

出版物豫約募集

林業技術叢書第一輯閉り

篝f蕾森林土木第一巻
A5版約150頁の予定定慨．．．未遣大略100圓前後
の予定）但し本會の會員に限り一割引

周鋳罎鑿蕊識鵬溌蕊薙灘
曾て山林局に於て森林土木の主査の地位'ごあった氏が

濃建ち霧蕊曾製鶴鰐

鱗議熱繍慧蕊篝
辮溺蕊篝篝舞鴎鶏躍総
用紙不足の折柄發行部数に制がある爲め特に謹約の
申込を受け付け霞ずも申込先着順に印刷完了.ﾀ〈第配本
することに致します希望者は左記に依り申込下さい。

1．配本ほナー月頃の予定2.’申込として一部に

蕊蕊:議轤灘綴嬢蕊
御連絡しますからその際沸込み下さい、但し申込金
は代金から差し引きます4．申込先本會宛

１
１

)一一
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－シベリアに於ける森林伐採禮験記(1)－

堀江友義

まへがきりのシベリア新参者の吾友は新たな恐祁に厩られたのであ
此の小文は,簸者のシベリアピ種ピジヤンリNキルガに於る｡愈変伐採行きの人員を決める健康診断が始護ると、何

:鰯:駕二;漉霧纂聴潔欝琵鱸鱒綴鰯蕊窮鰯貴毎
出來ないので、撫戯を判罰する他なかったが、此の手記にの約孚撒が、伐採行きと決定したとき、ハルビンの作業で
依って日本人の俘藤生活の蛮態と、そしてヅ蓮の林業の一負傷し、三ケ月を病院で過した私は此の選に洩れた。ほっ
部でも、御想像願えた澱らぽ､私としては望外の喜びであとした安堵と共に､荷しくも永年林業にたづさわった身で Q

斯んな逃避的な考へは淡いではないかと､良暉轆いてた
る③

一､努働大隊まらない｡だから事故者があって,その錨で､私も伐採、、』

三百蔑個は突破するだらうと云I"･Lてゐる煉瓦工場の仕行きと決った時には，自分で自分の誇りをけがさなかった
事もすっかり峠を越した。乾燥した煉瓦を窯に入れて焼くことを喜んだものである。・
仕事は噌吾変の手を離れてドイツの惇鳶がやるのだ。否戸十月下旬、新品の被服が伐採班に優先的に配給された。一
ジアの囚人が既に待磯してゐるのだ等と、煩いが.然し明切の物力壱日本軍の優秀な被服であった。汚れた､繼ぎほ
るい、希望に浦ちた噂が．此庭のクイペシプカ市の第五百ぎだらけの夏作業衣を返納して、此れをつけると、馬子に
十努鋤大隊收容所りこ蹴れ,､んだの朧、九月も末のことであも衣裳とはよく云ったもので、苦力そこのけの汚ない吾ﾉ2r

も、銃剥こそ持たないが。皇軍の再來を思はせるものがあ
る｡

懐しい臓國へ飾る日を指折り駁えて幾百日かを猫した吾つた･それと共に俄然，將校蓮の鼻息も荒くなったと見え‐
盆に､愈火ダﾓｲ<臓國)の秋が訪れるかと喜び.十月にて､山行きの作業中隊長に選ばれた若いK元中尉は､訓静坐錨
はシベリア名物の馬鈴蕊を、野宿して、夜賜げから日没まに営って軍國的な規律を要求し､言ふ事を聞かぬ奴は張り．
電掘り綴けた。一うね五百米を、二人で受持つのは、淡し倒ずとまで腕線した。軍服の魔術にか上ったのか、平常ば
て樂な作業ではなかったが，鶉だけは鯉腹食ぺられて、各口やか霞しい逵中が，何の膳酬もしないで、愈友ピロピジ
種の蕊料理も會得した。收獲が濟んだら歸國だと思ってゐ・ヤン・ユダヤ人自治州のキルガヘ出發することになった。

シ謹…扇繋鱒悪震営……≦た吾灸の｡甘い夢も、森林伐採行きの話で､すっかり消し飛

んだ。從來の樂観論に《代って悲観論力轤行し始めた。そし

て此の悲観論者の主麗は、今夏吾盈の犬除に、新しく鯛入とのことであるから、二十四、五日の篭日には吾糞にも何
さILた第三中隊の逵中で、維戟直後に入ゾして、既に恐しかの特配物資があるだらうと、さもしい期待を寄せてゐた

が、何事もなく過ぎてし章ったo十月革命とは、新暦c十
いシベリアの冬を膣験した人達であった。

一月六，七の両日であることが間もなく配布されたハバ戸
ウラル山脈の手前にあるハラゴンの伐採地で、領れない

作業と、粗悪な鯛と､酷塞と、そして憎むべき軍國主蕊ブス"市發行の日本新聞で始めて知った｡営日が近づ'‘､た
”礫とに綴って､蘂織篝･…み…嫌にゃ慧繍れ鯛総蕊鷲嚇懲鷆鑪欝震
てｲﾄれたといふ濃劇が、彼等の口に依って語られると、ハ

ルビンで貸車の種替え作業に徳事して、今零入ソしたぱかだ。夜が來たのにこの汽車は謎に鋤かなかった。翌日は、総べてのロシア國民､細ぺての被鴎自階級が宴

<塞者〉元満洲鬮幣緩誉林署技士び耐うといふ､第二十九回革命紀念日である。マンドリン
ー〈18）一

､
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＜自動小銃のこと〕を肩にする歩哨に謹術されてゐる吾,2<のて私の愛し、暮してゐた三江省の帯嶺質験林にほう．ふっと
行動は、決して自由なものではないが、それでも際の近くした風紫である。
、の人家一水を賀ひに行くことは許された、井戸のつるべを私の便乗してゐるペーカー重輪車はエンヂンの調子ガ癖
たく．りながら、鐵道工夫の家と思ほれる入口を見ても．窓<、300米走っては止り、500米走っては叉止るといふCと
越しに室内を眺めても、日本に於て見られたお肌風紫は目を繰り‘返して、徒歩で綾行する連中と殆ど同じ速巽である
につかない○旗も掲げなければ．服裟も平日に鍵らない、が､歩かないだけが儲けものと云った程度であった。

薄汚ない恰好でゐ恐・だから再シア人の御馳走を眺め見て．11粁地鮎には先發してゐる同志力薪の伐採に鍔事してゐ
目'の保養をしよゲなどL"いふことは出来なかったし、.ましるとの話であったが、伐穣地が離れてゐるのか．自動摩這
て彼等の御構けにすがって、一片の黒パン、一本の煙草に路からはその働く美を見ることが脳來なかった。地元の箒
ありつこうといふ焼津は望むことも出來ないで、多くの漫三中除から参加してゐる日本人が、原木の自動車識に徒
性室腹患若を落膳させて､｢ロシアのお祭なんてつまらない察してゐた。この原木は大部分が”ラマツで、太く、豆き
ものだな」と意見が一致してしまった。當日も暮れて、眞なものである。、
夜中に、害意の便乘する貨車は東に動いたb何日故國に蹄15粁あたりから密林の中を通る。チョウセンマツ、カラ

マツ、ヤチダモ、エゾマツを主林木としてゐる。この林丙
れるのか今の虚蓉醗・らないが．懐し､ﾝ日本に近づくこと
鋤ま．資際嬉しいものである。此の汽車が、キルヵを素通りに去年作られた自動車道路が綾いてゐるが、もう此蕊らか
して、ハ,ﾐ戸ブス〃を南下しそして浦頚で下車し、日本ら潔地にか上り、難行しながら進む｡道の傍らにほ、5釆
からの迎えの汽艘に乘込むことの出來る橡な奇蹟でも起ら位の幅の清流があり．如何にも河鱒の漁れそうな澄んだ小

川定ある。
ないものであらうか。

白樺の丘に丸ﾌ造りの小屋が見える｡周園の鐵艤網と，
三．目的の地到着

「ｷﾙガだ｣と､曄蝶に.開けたドアから外を見為午四隅の看覗は相鍵らずのもので､鳴呼囚はれの身Iこ､何虚
後の陽ざしであるが、暗い貨車から磯野を眺めると目が舷笈でも附き纏うしがらみであると妙にわびしい氣涛に表つ
む。小さい簡素な騨がぽつんと建ち．少し離れて製材工場充o

流れの側に蝋軒の小屋が建ってゐる･鍬1落ちた屋梗を
らしい煙突も見える。遥か向ふの丘の麓に獄兵笹らしい

建物もある。人家力遁の南側に二、三十戸建ち並んでゐる持つ馬小屋もある｡此虚が23粁地熱であり、此の多中吾
なだらかな丘にほモンゴルナラらし､嬢性の樹木力繊生し友に課せられた作薬湯になるのだ。一九四六年十一月十二

日はジペリ‘ｱの密赫に始めて入山した印象深L,日である｡・てゐるに過ぎない，誠に淋しい山間の部落である。

此の騨には資車を切り離す待避線がないので､ｷﾙ諏東癖峨から山の生活が始まるのだ。
方10粁の州首都ピほどジャンの騨漿て持って行かれ、此五、山見

鰹雛から蓮邊されて、キルガに下車した時は日はとうに暮れソ連の地方人に案内されて伐擬地を見に行く、初冬の陽
”Lてしまってゐた。騨から約1粁、明るい丙に望見した兵瞥が白樺の樹幹に反映して美しい｡､白樺林の入口.に小さな土
らしい建物は、昨冬から此魔に收容されてゐる第三中隊の饅頭が一蕊ある。これは昨年此虚で鍛肖に射殺課,した､哀
收容所であった。れま同胞を､埋あた墓であるとのことである｡言語の蓮じ
・周園に鐡條調が張り函らされ，四隅に看覗台を有してゐない悲しさに、誤解が原因で、斯うした不慮の死に遭った
るのも、クイペシフカ市の收容所と同一の識式であるo同日本人が、何人か居苓ことであらう。吾兵がハル菅ンの收
市を出霊してから四日目の十一月十日に目的地のキルガに容所にゐた時も、藤ぽちいの歩哨に一名殺さ証たし、入ソ
着いたのである。普通なら十六、七時間で到蒲するとの事する時、蝋謁江省の横道河子騨で、貨車の窓を無籔で開け
であるが､途中で，あちらこちらの騨で置きざりにされたた事を僻められて引ずりおろされ､衆人環頑の前で射殺さ

ら

からである。れた若ぃ兵隊の「おつかさん」と絶叫して、路盤の向ふ側
四､入山にｲﾄれた悲惨な最後が.今でも目に残る。クイペシフヵ市

一日をゆっくり休憩して、幹部から現地の地理やら、其老も一名殺された・此の場所に埋ってゐる兵隊も、病氣で
他細走とした注意があり、大切な食認を受領して、トラツ小屋に残ってゐる際歩哨の使役を担んで毒そ江が鑛に障
〃に積込んだ。此の使役になった私は旨いこと自動車に便つたと見え、努鋤忌避の見せしめに、引ずり出されて鼓殺
乘して先雲した。十一月の秋色が目に泌み、久し振りで見されたのである、と云ほれてゐる･

る樹木も葉こそ落ちてゐたが。新鮮なものに感じられた。斯うした事撰を貝詮つけられるにつけ、吾舞ほ浮藤であ

峠を越すと白津が多くなり、林らしい悌を呈し始めて､雷るといふ屈辱感と、何うにもやり切れない鐵鱈とを惑唱
一一（19〕－
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そして障ら興純にたたりなしと‘の奴隷根性が胸の中にくす

ぶるのである。淋しい土饅頭に磯拝して山道を登る。白樺

に混って僅かにヤマナラシが見られ、登るに連れて針葉樹

が激を増して來た。すくすくと素直に伸びたテヨウセンマ

ツは，見ただけでも賞に氣持が良い。

エゾマツを見受けるが、ハリモミは殆ど生育してゐない

2粁位歩いたであらうか、もうチヨウセンマツカ糎勢を示

蔀林分となった。チヨウセイマツは壯齢樹が大部分を占あ

混蒲度に於ても材稜から云っても、テヨウセンマツの純

林と講しても過言ではなく、その見事な成林振りに感歎し

た。満洲で老齢過熱な、寧ろ頚艤的な天然林を見て來た私

には、この瑞迂しい虚女林を眺めて．深い感激に襲われた

シペリアの本線近くの、交通至便な場所に、斯んな美林が

存在するとは、曾て想像もしなかった｡シベリアのタイガ

ーと云へぱ、謎と謝祁力稲まいて、人間の手の鵬れること

をきつく極んでゐる筈なのに、今や眼前にその麗姿を現し

でゐるのだ。

六、準備作業

害だの起居する室は，丸太造りの小屋であって、丙部に

I謹陰丸太を二つ割りにした素朴な材で二段装置の寝台がし

つらえてあり、これに蕊布團を敷き連ねて癌を厳になって

ゐる。あの不潔で．暗い滿洲の山小屋とは異り、採光も、

換氣も充分に考慮した建て方であって，画シア民族の清潔

を愛する氣持を良く現はしたゐる。

ス1,-ブが二ケ所に設けられて、薪を惜しげもなく燃す

ので、天井の高い割には決して塞ぐはない。此の小屋は百

Z-I手人收容可能で､今夏入山した先發の三十名の同志に依

って建てられたものである。

之と同じものを更に一棟建ちかけてゐるから、伐深の最

盛期には約三百名位の人員を集めるつもりでゐるらしい。

山見を謬った夜、ソ連側から種変な注意があり、それから

誓約書に各人が署名させられた。戸シア語の文字は讃めな

いが,邇課の読餌に依ると､伐採の注意を守ら哉に､負傷
したり、死亡したりしても，私達の過失であって、決して

貴殿には御迷惑を‘おかけしませんと云ふ意味だそうであ

る。

雌の署名が繕った後で明日'から準備作業を行ふため、

スクラード（工場）蓋り班と道路班とが編成された。

翌日、道路班に編入認もた私は、三i-名の同志とキルヒ
Q

（つるはし）タポール（斧＞ビラ（鋸)、ラバート（えん

ぴ)を手に或は肩にして、自動索道路を5粁ばかり下った。

赫丙には風が吹き込まず、初冬の陽ｶﾐさんさんとそ上ぎ、

十一月中旬であるのに、シペリアのこの地は案外な暖かさ

である。監督も人の良きそうな男で餘り口喧しいことを

云はぬので、大自然に接して曾呑んびりとした吾盈は”ク

イペシプカの町に残って、今頃次まみれとなり．煉瓦の生

達に営ってゐる同志達が氣の毒に思えた、自動車道路の水

溜りに丸太を並べ､粗朶を入れ.土をかぶせ,切株は挽き

伐り、路面の凸凹を削るだけの樂なこの作業も、永くは霞

かなかった。山は雛て本格的な伐採に突入したのである。

七、伐探

伐探班は四名を一組として編成され、そして伐採の要領

が、指示された。伐採のノルマ（勢働基準量）は一人一日

5立方米，四人で計20立方米である。蓬材して、橡收に

便の厳にと伐り口をはづして置くだけならば、慨tない吾

友にも或はこのﾉ'ルマが遂行出來たかも知れな山､。

然し、挑つた枝條は完全に焼却しず切株は綺麗に皮を剥

ぎ、更に末木は薪材に探って，きちんと整理して置かなけ

ればならないのであるから，仲友容易な業ではなかった。

私は皿といふ赫戸の洋月職人と組んだ｡彼は元より鰯唱垂
にかけてはずぶの素人であるが．私ですら滿洲の山役入時

代には、伐採についての一ぱしの口は聞いたがこうして

鋸を用ひて、巨木を倒す段に.なると、自分の非力が賛に恥

し<、厭わしくなって來た。最初は仲凌呼吸が合はないの

で、玉分も綴たないのに息切れがしてし葦って、スルマの

逐行は到底出來そうにも恩へない。まい冬に火を焚くとい

ふことは、質にありがたい事ではあるｶｮ，それが仕事の中

であり、而もチヨウセンマツの枝條は､葉だけがめらめら
と呆氣なく燃え切るが，生枝には仲友火がつかなくて、資

に往生する。

皆伐方法が探られ、さしもの美林が片端から伐られて行

く。伐採黙は低いことが要求されて､30糎以上ならば伐り

直しをさせられる。伐根の皮を剥く・のは、早く腐朽させる

爲であらう。 型、

手敷をかけて枝條を焼却するのも、昆虫の發生を防ぐ篇

であらうとしか考へられない。だから伐採跡地は、護るで

開墾した舗こ綺麗に片付けられてゐる｡造材の寸法は4米
50と6米50の二種で、これに7糎の延寸をつけるo道

具は雨人挽鋸、斧､､鐵製のくさびの三つが與えられただけ

で、尺は潅木の眞壷ぐなものを2米に伐り、5糎隔きに庭

切りをつけて代用した。とびやつる等といふ養澤な道具は

全然なく、手蜜の木を伐って挺子に使用し、重い丸太を動
ガ

かすのである。硬い木はノルマを下げてゐる。たとえばカ

ラマツ.ほ一人一日4立方米．ヤチダモは3．5立方米である

末木で薪を採れば，その材種がノルマの中に繰り入れられ

たo

伐採力罐になるにれってノルマ墾行の方法が種盈ととら

れた。禮力があり、氣力が綾き、そして伐採の要領を會得

した者は、午後三時頃にノルマを完達して．陽の未だ高い

中に小屋に歸ることか出來た。然し大低ほ日没までその作

型宮-電動

。

▲
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業をやらなければ経えなかったo鈍くなった鋸や、切れな

くなった斧は目立係に渡すと、翌日までにはちゃんと整備

して呉れてゐた。嘗て私が帯嶺で、滿人の伐採夫に土佐鋸

を使用させて、日本人の仙夫を目立專門に配置して、仲友

能率を緊げた事を回想して、この制度は非常に興味が深か

った。

資畷,伐採に疲れてしまうと､道具を持って蹄るのが厭
になるから、まして手入なんかしようといふ元氣もないし

｡

而も鋸の整備は仲凌技術が必要なので、此の制度を探った

のは確かに良いと思った。

・八、集材

木寄せは馬撒とトラクダーに依って行はれた。馬感班ほ

馬夫八名〔馬7噸）積付四名、這付一名、士場巻立玉名計

十九名で編成されてゐる。積付夫は馬夫と協力して材を橇

製こ積付けるのが任務で､道作りは橇道を開き､倒木を整理
するのが役目である｡馬一頭の一日のノノ庭マが､10立方米

であるから、馬職班全禮の責任は80立方米で、これを錘

行することも容易な業ではなかづた。

殊に鍔勵のきついのは程立の組で、八頭の馬が代る疫堂

蓮ぶ材を整理するのに休憩時間すら鴇挫にしなければなら

ない。何一つ道具がないのであるから，全く自分の澄力、

両腕に頼る他がなく、その鐙力も激しい勢働と，粗悪な食

糧ですり減ってしまい、営入達は必死の力を絞ってゐる稜

りでも、歩哨や醗督にはそうは映らぬらしく、力の出し惜

、しみをやってゐると思はれて、小突かれた事も何回かあっ

たo

、馬隠は日本のそれよりも簡単な龍造で、腰霞に出来てゐ

るから､一寸した倒木や､根繰は乘り越すが:純倒し易い
、欠雛を持ってゐる。材の鼻を橇に乘せて、鎖を二、三回丸

鐘畢認､に捲き付けるだけで,繩をしばりつける必要がなかった
り

密林に鞭香高し雲煙り

丸太曳く馬の鶏に氷柱張る
】､ラクター班には戸シア人の蓮蕊する1､ラクター一合に

付、鎖掛け兼道付二名、餐立七名，湯沸し一名計十名を以
て編成され、この一日のノルマは50立方米であった。炉
ラクターは馬織で撒くない互材と、蓮方の材を蓮ぶのが主

であった。80糎以上の太id材を狩って來られると七名の

巻立夫で。整理するのはやっとの事である。

±場に纒立をする場合は、太いものは三段．細いものは

四段讃にすることになってゐて、段と段の間には必ず輪棒
を敷いた。

エンヂンの香を林丙に高らかに饗か源て、互材を牽引し

て來るトラ英ターの勇姿は，見た目は蘂tl:でよからうが、

働力這れてゐる身になると、只ひたすらにニンヂンの故障

つけ、そして小ラクターの邇る道の障害勘を除去するだけ

であるから、比較的樂であったし、湯沸しほ雲や氷を解か

して、エンヂン冷却用の水を鋪へれば良いのであるから、
病人向きであるし此虚でも貧乏鱗をひいてゐる人凌は巻
立に雷つた連中である。

九，薪材

2米の長さに玉切られた薪材は､肩に措いで運搬するか
非常に重い物は、前後二人づ上計四人で、綱を掛け、棒を
邇して運搬しそれを自動車の道路の側に幅2米，高さ
22米長さ5米以丙に額みあげるのである。このノルマ

が運擢距離100米以丙ならば、一人一日10方米といふこ

とになってゐた･日本なら用材になりそうな太くて長い
薪である。材の曲りを上手に利用し、本駿を少くして材稜
のある銭に積み上げないと、仲糞日没までにノルマを経わ
すことが難かしい。

十、瞼收

瞼收はソ連側の監督がついて、日本側の幹部が手製のメ
ードル尺で測り廻つた。繊收尺には長さと共に材積を記し
たので非常に便利であったし、伐探をする蓮中にも此の尺
を利用させて、4米50の材を木取った場合末向に直謹
60極のものなら材欲は幾らといふ巖に直ぐ・分る襟にさせ
たのである。

伐深のノルマを上げる爲には材穣を増やさなければなら』
ない。営方では彼等の眼を誤魔化して，大き目に測らうと
するし、彼等はそうさせまいとする。斯んな虚にも虚糞資
友の火花を散らすのてある。検收が濟むと末口に木材チヨ

a

－〃で直蕊を記入する。

伐採も総りになった頃,械收洩れの材を調査する篇に､．
未だう‐若いソ連の女性が三人やって來た。戸シア猫特の
錦入の作業服を着て．元氣に、朗らかに、猿收事務に從事

してゐた｡吾凌と片言まぢりの冗談を交しFE笑ひ興ずる人
種の差も、性の厘別もない。山に働く者だけ力蓉つ打ち解
け方があるだけである。これが日本ならば果して浮醗の居
る山葵に、女性を作業に寄こす事はないであらう。
因習と封建性の過い租國は．敗戦後どんな風に鍵ってゐ
ることであらうか。

十一、自動車運搬

幅員5米の自動車道路がキルガから設けられてゐる。此
の土場蓑での距離24粁と云ほれてゐる。

雲が降り、それが凍って、立派な道路になってゐる。そ

れでも自動車の往復する度に壊れる箇所は凸凹を均し、粗
朶を敷き、雲を掛けて修理をする。此の這路作業は輕作業
に厨して、主に病弱な者がこれに從事した。木材蓮擬の自
動車はアメリカ製のペーカー六輪車が用ひられて、ポテー

を願ふばかりである。銭掛けは山元に居て、材に鎖を程きほ丸太を積み易い鎌に改造されて、アームが取り付けられ
一一〔21〕－
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一回に5立方米の丸太を積んで．此虚から三回往復し、計

15立方米を運搬するのが､自動車の一日のノルマである。

自動車殻載班ほ土場に巻立てられてある丸太を釜り脳し

て戸一プを掛ける者が左右二名、車台の上で香頭をとる者

二名．綱曳き六名計九名で編成され、これに課せられたノ

ルマが一時閲に九台,八時間で七二台､材戟にすると3F0

立方米といふぺら捧なものであったoこの計算であると七

分足らずで瀧まなければならないのであるから、元氣な中

の而も足場のよい場合ならば二、三回は出來るかも知れな

いが蓮縦作業となると、斯うした無理な事は到底出來そ

うもない'O.-r時間で二十五台から三十五台稜むのがせい－

杯の虚で､一回稜むのに二了崎が吾"の力量の及ぶところ
でもあった。

伐採も経って、自動車蓮澱が盛になり出した頃には、激

しい動働と、食溺不足で、吾糞の燈力ほ極度に衰えて、足

や腰に力がなくなり、一寸したものにつまづくと直ぐ・よろ

めいた。職戦は二部交禮制がとられて、維日自励車が往復
した。露解けが間近になる頃には、三部交綴制がとられて

g

運搬に全力があげられ、方凌にあった丸太や薪材もみるみ
る中に整理されたフこうして一日に少ない時でも300立方
米、多いときは700立方米の材労率されたのであるo

十二、勢働基準量

､コシア語でノルマといふ。ド打ツ語のノルマル、英語の
ノーマル等と語源を同じくし七ゐるのであらうか。兎に角

何虚へ行っても瞳何んな作業蓬やっても、このノルマに臘
窪されたものである。ノルマを完途しなければ八時間努働
制何のそので、朝から夜暹<まで、否、徹夜で竹鍵を綾け
た事もある。ノルマを超過すれば童腿の増配があることに

なってゐるが．増配を受けてやせるといふのが溌情で、ノ
ルマを錘行することが、如何にエネルギーを消耗し識すか
といふ一證左でもある。

ノルマも作業に依って非常に差違があり、肉農を使ふ場
合が多く、人手が多く要する仕事は雛が辛く、技術を用ひ
る作業は甘い識である。たとえば土方の諜なものは汗みど
ろになって頑張っても、せいぜい70-80％がよい所とい
ふのに、大工、旋盤工等は鼻唄まぢりに120％を盤得して
來湯此のノルマも科學的な根擬のもとに定必られたものな
らば吾慰の非jと諦めるが｡條件を考慰することなく押し
つけられる場合力珍い。

ソ蓮でば凡ゆる作業に従事させる場合，同一人間一現場
主義を取ってゐる。これはその作業に慣熟させて、能率を
墨げさせようとするからである。然し此の方針も、吾盈に
對してはその頚糞も、心理も、條件も、そして報酬も考慮
せずに狼行させようとした魔に毛嫌させた大きな原因があ

山のti察にも種煮あって、始め樂な作業に営つた者は、

経りまでこれだといふ綴な事になってイ困難な辛､沸叢に
雷つた者から怨まれるのである‘,此の負婚を平等化しよう

と思へぼ、軽重交替の制度をとる必要があるが、ソ連側で

仲糞許さないので．病氣といふことにして、目立たぬ様に

一人､二人と代えて行く方法を坂らなぐてほならない。誰

でもが、なるべくならば,骨を惜しみたいのは入静香あ箔
模

し、張制さ11るから作業に服するの過あって，休みたい、

食ひたいが第一の樂しゑであるからだ。（綴）

／衆議院議員永井勝次郎箸
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－國士復興のﾅこめ閲民各位にうつたう－
本書の特色

○敗職後の日本林業の本質を穂凌なる観識より再嶮

討し林業と圃民のつながりを鰻調，併せて將來の

動向を示唆したもの

○特に國民にわかりやすくするため最も新しき統計

數字に基いた圃表を多く用ひてゐる(圏…四十種、
、

表…二十種）

○林業の一般密として林業人は勿論國民に凌ぐ推奨
し得る

，丙容目次

森林と國民
守

麹土の使はれ方
〔1〕森林面槻と蓄積，（2）植伐状況
（3）木材の使途〈4）特殊林産物の産出

林産物需給事情・

林業問題断片

（1）林業近代化の基（2）林野所有潅の問題
〈3〕鐙林〈4）治山治水への關心
（5）林業の溌算（の木材統制是非
（7）薪溌の配給と便絡〈8〕林業の金融
（9）林業努働<10＞木材の搬出と輸邊

。（11）木材案の經懲合理化

著者略歴，

衆議院議員とLて農林委員會理事.林業對策小委員

長、國土計測委員、地方開發小委員長の部署につき

林業行政'冒特に熱儲深き研究する人。

發行所

東京都世田龍玉川奥津町ニノニ八五永樹斌

坂次所本衡
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轄する蜂又會長事故あるときば代理する

祗圏法人日本林鶏支術協會三事務理事及び常務理謀ほ會務を執行し理事長事故あ

定款四舞鶴蕊溌を代理する、、

第十四際役員の任期は滿二ケ年とする、但し重任を妨げ第一章名稲及び事務所
な い‘ノ

第一條本會は祗闘法人日本林業技術協會と穂する

蕊蕊繍墓駕篭露懸麗第二條本衝の事務所は東京都千代田瞳に置く
第三條木曾は地方に支部を設けることができる

策二章目的汲び事業
第四條本衝は林業技術者の職能團禮として林業に開する第十五條木曾には顧問を畷くことができる
科嬢鍾獅の鍵督及泌宣鶴を圃，僻せて赫鋤術の爾蹴識灘離ぞ蕊講識を意見を述べ
から産業の握蕊と文化の向上に害興す．ることを目的とする

第十六條承雷には参與を置くことができる
る

蓼與は理事會め決議によって養助員の中から曾長が委鶏

密儀霧鰯機織麓溌難:瀞行， する

謬與は承會の蓮誉に關して意見を述べることができる
二林業技術の改良及び發達に必要な事業

第十七條本貧には必要に應じ職員を置くことができる三林業の普及及び宣陣こ關する事業
四林業に開する調査研究職員ほ理事長がこれを任免する，

第六章勧議

雲蕊雛綴澱麗藤下に瞬く震蕊振興に籍十八繕…會懲臓左の二とする
鋤する協力－總會二理事會
七林業技術者の相互親善に必要な事業 第十九朧總會ほ毎年一回定期に衡長がこれを招集する、
八その他本會の目的を達成するため必蕊な燕業

但し必要ある場合は臨時總曾を開催する
，第三章會員

臨事總會侭理事禽の決織に基いて會長がこれを招集する
第六條本歯は左に錫げる者を以て會員とする

第二十條總曾は本會の最高決織磯關であって次のことを
一林業に蝿する業務に從事する林業技術者、 議決する

二その他理事會に於て適営と認めた者一事業方針．業務報告，收支予算決算の承認
第七條本歯に入倉叉は渥會しようとする場合はその旨を二定款の愛更
木曾に申出なければならない 三塞事及び監事の選任叉は解任

四理事會からの提脳事項

：灘麟獺蕊駕霊蕊蕊霞諜髪鱒駕麓麓鷆"霜を以て腫れ謹淡
できる し、可否同薮のときは議長がこれを決する
第八條曾員は左に掲げる理由によってその黄絡を失う 總會に出席しない者は醤面を以て表決をなし叉は代理人
一死亡二本會の解散 を出すことができる
三退衡四除名
第九條曾員で本禽に違反し叉は本會の名鶴を損ずる行罵第二十二朧理事衝は曾務遜行上必要ある場合叉は理事三

分の一以上から請求があるとき理事長がこれを招集する

‐・があった者は理頚會の決議を經て除名することができる第二十三條理事會は理頚の牟欺以上田席しないときは決璽季第四章賛助員

第予騰添欝の鍾青に賛"力する着侭これ審鍵助員とす蕊悪罐蕊艫寵鱗熟蕊雪
る

賛助員の賓箱その他については理事會”識を經て別にができる
第二十四條理事會臓總會に次ぐ次議機關であって緊急を

．定める
要する場合には總會の決溌を經なければならない事項を第五章役員
慶理することができる、但しその場合は次の總會に於て第十一條木曾に左の役員を置く

曾長一名理事長一名承認を求あなければならない
第七章蚕産及び會計零務理事一名理事二十名以丙

（丙若干名を常務理事とする）第二十五條本會の費産は會負の會費及び寄附金その他の
收入を以て組成し理率長がこれを管理する監頚二名
第二十六條會員の曾識は總曾に於て定める第十二條役員の麹任方法は次の邇りとする

一會長は會員の中から總會に於てこれを選學う~る 第二十七條本會の經喪は本會の費崖の中からこれを賄う

二理事長、専務理事及び溌務理事は理事の中から理事第二十八條本會の會計年度は毎年四月一日から翌年三月
三十一日までとする

會に於てこれを窪雲する。
三理事及び監事は曾員の中から總會に於てこれを淫緊第二十九際支部に對して毎年一定の金額を木曾から支給

することができる
する

前項の金額は理事會に監事は理事叉は職員を難ねることはできない
附第十三際役員の職務は次の通り定める

一酋長は會務を総理する 第三十條本定款の施行

二理事長は木曾を代表し理事會の議長となり會務を統ろ
、

‐---〔23〕---
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日時昭和23年6月14日午後1時30分
場所銀座6丁目交詞証ピル第3競室
出席者在京並に各支部よりの代表會負35名
外に代理委任状提出者2720名

松川理事長挨拶の後議長席に着き次の各項を附議決定し
た。

議案1本會の運誉方針に關する件。
2本會の定款鍵更に關する件。
3支部組識弱化整備に關する件。

以上何れも原案通り可決･

鱗事を経って掻原違事より次の各積を説明報告した。
報告事項1林友曾より交付金に關する件。

夕

2本會事務所移鱒計劃に開ずる件。
3會員の會費納入に關する件。
4會員名簿の作製に關する件･

引綴いて約1時間懇談行ひ午後6時閉曾したo＝一．一△一＝ー

午後1時30分於本會弩覇装童。
出席者掻川理事長以下各常務理事全員計6名。
協議事項

1支部經費支給額の件。

定款第29條に俵る各支部へ女給ずぺき金額を次
の通り決定した。

曾費については其の徴收額の1割
謎助金については其の徴收額の3割
に夫'2f相雷する金額とする。
2關西支部の整備案。

3其の他會務に閾す-る件。

筒併せて「林業技術」第1聡の編輯方針を打合せ
決定した。

翌麺遥塾

既報の通り7月12日木曾事務所を現在地に移鱒した。
Z_B17_且幽璽
時間午後1時30分

場所銀座交詞蔵第4號室

出席者早尾顧問，松川理事長以下各理事計13名
、些少錘理鞠長挨拶の後議事に入り次の各項を附識決定した。
、惑鐸案’定款第'0條蕊更に關する件。
ー臨時總會に於て決定した新定款は避林大臣に認

、蕊童禰であるが種局の揖示に鍵ひ裳の騰交
、－〔

笛～

▲

＝空
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〆

議案2専務理事選羅の件。
新定款に依る難務理事を選緊の結果現常務理事
松原茂氏が営選した。

議案3支部經費支給額の件。
6月26日膳務理事會の決定を承認可決o

議案坐關西支部の狼ｲ罐備に關する件。
6月26日倦務理曾の決定を承認可決･

議案5日科術蓮幹事會に幹事推薦の件。
・日本科學技術遼盟に於ては近く幹事:會を設ける
ことになったので、正禽員たる本會からも幹事
を癖篇することになり、人選の羨果家の三氏を
決定した。

林野局中川久美雄氏乱
林野局蕊田茂氏
木曾松原茂氏
以上を以て瓢事を経り綾いて本會理事子幡弘之
氏（総理聴人熱委員曾被官）より「政府の新人
事行政」につL､ての誰話を聴き午後6時30分

．散會した。

本會の定款は6月14日の臨時總會の議決に基き農林大
臣に塞更方認可申請中の庭8月5日付23林野第7978
銭を以て認可された。

從って本會は本日より「斌鰯法人日本林業技術協會」と
敬露する。

F ‐＝－－
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して本號の重総を林業技術の振興に集中された観がある

誌名に相態しい轄輯とはなった｡蕊くて林業技術はスタ

ートしたのである。吾火は永遠にこの問題と取り組んで

行かふ。

、小倉氏の解読は公務多忙の中にも拘らず特に詣願ひた

爲めに，出張先の車中や旗館で，叉歸京されてからも激

務の傍ら夜を徹して雷でも書いて熱､たものである｡横
瀬氏からほ米國の目新らしい"業事繕を提供してもらっ

たが．今後も引綾き海外の林業ニュース藍毎琉紹介して

欺く予定である。タイガーとはロシア語の密林と云ふ意

、逢之を寄せられた堀江氏は元滿洲國の帯嶺醤林署に勤務

した熱心な技術者であるがIや年シペリアから復員してか
l

らその苦い遥験を基として更正の意氣に燃え目下東京の

某會就に在職されて居ることを附記す-る。筒、益田氏の

森林渋犯についてはわざわざ本誌の爲めに寄せられたも

のである。

以上初髄執錐の筒位に對し深謹の謝意を表したい。

＠會員の頁（興林こだま槻と名付け度い〕を設ける稜りで

居たが適営な投稿が集らなかったので、残念乍ら本暁で

は割愛した。勧員の自由な頁として存分に利用して頂き

度坤。特に此の欄だけは，林業の域から晩すること無あ

ってもい上を恩ふo次銃から大いに紙面を賑はしてもら

い度い･ハカキ･雷も結構です。勿論諾名も可。

、本誌にふさわしいカットを酋員の中から寄せて戴ければ

幸披です。どうか執務の餘暇に戯作を振って下さい。

、本誌の編輯に開する希望や注文叉は忠言等何でも聞かせ

下さい。、

丙容や外観共に充蛮して愈友我が意を得るに至れば堂友

（？)街頭に進出する予定であるo<松原）

＠漸く「林業技術，第1認の繍輯を経った．少い紙を如何

・にして生かすか，そして良い雑誌を如何にして格安に仕

上げるか，編卿子にとって大きな課題であった。この悩

みは此魔溌分綴くであらう。

隔月一回の發刊ほ勿論浦足すべきではないが，紙が少い

現在，それも己むを得ない。然し少しでも早く毎月出せ

る様にしたいものである。同時に頁灘も少くとも32頁
位にまで増大したいと恩ふ･．

、組み方を縦にするか‘横にす.るか，種蓉の論もあったが

患ひ切って横組にした･組み方に供わて電雑誌の行き方

哀‘が自ら性格付けられるであらうことも考へて。
、"技術指導"と云ふこ.とに主眼を置き、併せて會員の研究

や所論の頻輕な發表護關たらしあたい，そして餘りに堅

くなく而かも低俗化しないことを目標とする。．．････仲燕

慾張った編輯方針であるが.｡果して初號から其の意慾を

幾分でも先し得たであ．らうか？編輯氏ほ勿論式プの素

・人である。従って土臭さが抜き得べくもないことは寛容

願はなければならないが，眞鎚であることだけは信頼し

て戴き産い。

これから本誌がどんな方向に進むか一に會員の協力に依

るものと恩ふ．

＠初競の發刊に際して三浦長官､藤岡博士:嬉川宗敬氏等

から激勵の辞を欺いた｡叉中村教授田中波慈女氏から

も技術の擬興に關する高見を寄せられた。此慮に期せず

qP

“i農鴬鰯(曹雲璽雛
定便70圓邊料20圓

東京富士出版株式會肚發行
一索禽に於て取次します－－

諜｜木材統制規則に擦る
●｡

、

林 業技術第’鏡

（梨林こだ蓑改題‘遥義第94鏡）

昭和23年8月25日印刷
昭和23年9月1日發行

定償金20圓邊料4図

、,編輯兼發行人松原茂‘

印刷人岩瀬龍孝

､東京都江東瞳新大橋1／1

印刷所三辻印刷株式愈賊

東京都千代田瞳鎌倉町3番地

發行所畷日本林業技術協會
電話瀞田《25>597．824番

娠蓄口座東京60448番
出版協會ﾉ2rgB214,012"

丸太材積表
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告’近く本繍に於て印刷發刊致します。
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聯經痛特効薬おほつづらふぢ

一ケ月用70圓：遥料25圓

發質元宮崎市九島町三丁目阪本龍文洞
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希望者には本會八木條次郎氏が取次しま､すb
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PubliShedbyNiPponRiugyogijitsuKrokai(JapanForestTeelmnicalASSociatiOn.)
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富士産業の一劃期的な
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’ 圖
ー

守

）
た
鐙
」
改
題
通
巻
第
九
十
四
韮

グ

’
深山の奥を電化して
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文化生活へ
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電燈100W20"

ラヂオ
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其他電気器具

使用可能

！ 發電磯単相礎流50サイクル

容量2,5K.W

電座100-110V

配電盤，メーター類附闘

發動機馬力4HJP

木炭瓦斯發生蝋容量一回17kgI
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富士産業株式會職
東京都千代田腫丸ノ内一ノ八興銀ピル

電話丸ノ内（23）0386－9，1247－9
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